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はじめに

このマニュアルでは、IBM BladeCenterサーバーに Solaris 10 1/06リリース以降の
SolarisTM 10オペレーティングシステム (Solaris OS)をインストールする方法を説明し
ます。

注 –このマニュアル内の情報および手順は、x86プラットフォーム版の Solaris OSのみ
に適用されます。

このマニュアルには、システムハードウェアや周辺装置を設定する手順は記載され
ていません。IBM BladeCenterサーバーのハードウェア固有の情報について
は、http://www.ibm.com/jp/servers/eserver/bladecenter/を参照してください。

対象読者
このマニュアルは、IBM BladeCenterサーバーへの Solaris OSのインストールを担当す
るシステム管理者を対象としています。

このマニュアルには次の情報が含まれています。

■ IBM BladeCenterサーバーで Solarisのインストールまたはアップグレードを行うシ
ステム管理者向けの、Solarisインストール情報。

■ IBM BladeCenterサーバーで Solaris OSをインストールまたは使用する際に発生す
るバグと問題に関する情報。

■ IBM BladeCenterサーバーに Solaris OSをインストールする際のトラブルシュー
ティングに関する情報。
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関連情報
次の表に、Solarisソフトウェアをインストールする際に参考となる関連情報の一覧
を示します。

表P–1 関連情報

インフォメーション 説明

『Solaris 10の概要』 この Solarisリリースの新機能が解説されています。

『Solaris 10ご使用にあたって』 Solarisリリースに関する、バグ、既知の問題、提供されなく
なったソフトウェア、パッチなどが解説されています。

『Solaris 10パッケージリスト』 Solaris 10 OSに含まれるパッケージの一覧と説明です。

『Solarisハードウェア互換リスト』 サポート対象ハードウェアの情報とデバイス構成が解説されて
います。

『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシステ
ム)』

システムファイルをバックアップする方法が解説されていま
す。

第三者の関連するWebサイトの参照

注 –このマニュアル内で引用する第三者のWebサイトの可用性について Sunは責任
を負いません。こうしたサイトやリソース上の、またはこれらを通じて利用可能
な、コンテンツ、広告、製品、その他の素材について、Sunは推奨しているわけでは
なく、Sunはいかなる責任も負いません。こうしたサイトやリソース上の、またはこ
れらを経由して利用可能な、コンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したこ
とに伴って発生した (あるいは発生したと主張される)いかなる損害や損失について
も、Sunは一切の責任を負いません。

マニュアル、サポート、およびトレーニング
SunのWebサイトでは、次のサービスに関する情報も提供しています。

■ マニュアル (http://jp.sun.com/documentation/)
■ サポート (http://jp.sun.com/support/)
■ トレーニング (http://jp.sun.com/training/)

はじめに
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–2 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェル

$ command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェルのスーパーユーザー

はじめに
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# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに

Solaris 10 IBM BladeCenterサーバーインストールガイド • 2008年 2月10



IBM BladeCenterサーバーへの Solarisオペ
レーティングシステムのインストール
(作業)

この章では、Solaris 10オペレーティングシステム (Solaris OS)を IBM BladeCenterサー
バーにインストールする手順を説明します。この章に含まれる手順は、次の各
Solaris 10リリースに対して適用されます。
■ Solaris 10 8/07
■ Solaris 10 11/06
■ Solaris 10 6/06
■ Solaris 10 1/06

インストール用にシステムを準備する方法、クライアントシステムをネットワーク
からインストールする方法、およびスタンドアロンインストールを実行する方法に
ついて、詳しく説明します。IBM BladeCenterサーバーの詳しい情報について
は、http://www.ibm.com/jp/servers/eserver/bladecenter/を参照してください。

次に、この章に含まれる情報の一覧を示します。

■ 14ページの「IBM BladeCenterサーバーへの Solarisオペレーティングシステムの
インストールの準備 (作業マップ)」

■ 21ページの「システム構成情報の事前設定 (作業マップ)」
■ 55ページの「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定 (作業マップ)」
■ 64ページの「Solaris OSのブートとインストール (作業マップ)」

注 –この章で説明する作業のいくつかは、Solaris 10 OSを IBM BladeCenterサーバーに
インストールするための準備の一部です。状況によっては、これらの作業すべてを
実行する必要がないことがあります。最初に各作業マップを参照して、実行するイ
ンストールの種類に必要な作業を確認してください。

Solaris 10 1/06以降のリリースでは、オープンソースのGNU GRand Unified Bootloader
(GRUB)が x86ベースのシステムに実装されています。GRUBは、システムのメモ
リーにブートアーカイブをロードするブートローダーです。ブートアーカイブに
は、システムのブートに必要なカーネルモジュールと設定ファイルが含まれていま

1第 1 章
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す。もっとも注目すべき変更点は、Device Configuration Assistant (デバイス構成用補
助)がGRUBメニューに置き換えられた点です。システムがブートすると、このメ
ニューが表示されます。このマニュアルには、GRUBを使用したインストールと
ブートの作業に関連する情報が含まれています。

GRUBは、構成ファイルにあらかじめ定義されているブートオプションで構成され
る、単純なメニューインタフェースを実装します。また、GRUBはコマンド行イン
タフェースも備えており、メニューインタフェースからアクセスしてさまざまな
ブートコマンドを実行できます。Solaris OSの x86ベースシステムでのGRUB実装
は、マルチブート仕様に準拠しています。このブートローダーパッケージの詳細に
ついては、「GNU GRUB」でインターネット検索を行なってください。

GRUBの詳細については、次のマニュアルを参照してください。

■ Solarisシステムをブートする手順については、『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の第 11章「GRUBベースのブート (手順)」を参照してください。

■ インストール手順については、次のマニュアルを参照してください。
■ Solarisの対話式インストールプログラムを使ってインストールする場合は、
『Solaris 10インストールガイド (基本編)』を参照してください。

■ カスタム JumpStartTMプログラムを使ってインストールする場合は、
『Solaris 10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』を参照してくだ
さい。

■ ネットワーク経由でインストールするために、インストールサーバーを設定す
る必要がある場合は、『Solaris 10インストールガイド (ネットワークインス
トール)』を参照してください。

■ Solaris Live Upgradeを使ってインストールまたはアップグレードする場合は、
『Solaris 10インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計
画)』を参照してください。

■ デバイスとファイルシステムの管理については、『Solarisのシステム管理 (デバイ
スとファイルシステム)』の「GRUBブート環境でのディスク管理」を参照してく
ださい。

Solarisのインストールおよびシステム管理のマニュアルは、http://docs.sun.comで
参照してください。

Solaris 10 OSのすべての新機能の一覧は、『Solaris 10の概要』を参照してください。
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IBM BladeCenterサーバーへの Solaris OSのインストール
この章では、Solaris 10 1/06リリース以降の Solaris OSを IBM BladeCenterサーバーにイ
ンストールする方法について説明します。

次の IBM BladeCenterサーバーのインストールに関する情報が含まれます。

■ AMD Opteron LS20 for IBM BladeCenter
■ AMD Opteron LS21 for IBM BladeCenter
■ AMD Opteron LS41 for IBM BladeCenter
■ Intel Xeon IBM BladeCenter HS20
■ Intel Xeon IBM BladeCenter HS21
■ Intel Xeon IBM BladeCenter HS40

BladeCenter LS21、LS41、およびHS21サーバーへの Solaris 10 8/07および Solaris 10
11/06 OSのインストールに関する追加情報については、第 3章の該当する節を参照し
てください。

その他のハードウェア固有のインストール情報については、次のリソースを参照し
てください。

■ AMD Opteron LS20 for IBM BladeCenter (Type 8850)に関する情報の参照先:
http://www.ibm.com/support/docview.wss?uid=psg1MIGR-63018

■ Intel Xeon IBM BladeCenter HS20 (Type 7981)に関する情報の参照先:
http://www.ibm.com/support/docview.wss?uid=psg1MIGR-64047

■ Intel Xeon IBM BladeCenter HS20 (Type 8843)に関する情報の参照先:
http://www.ibm.com/support/docview.wss?uid=psg1MIGR-62921

■ Intel Xeon IBM BladeCenter HS40 (Type 8839)に関する情報の参照先:
http://www.ibm.com/support/docview.wss?uid=psg1MIGR-5070449

注 –インストール処理を始める前に、第 2章で、IBM BladeCenterサーバーに Solaris
OSをインストールして実行する前に理解しておく必要のあるバグと問題に関する情
報を確認してください。

また、第 3章で、IBM BladeCenterサーバーへの Solaris 10 OSのインストールに関連す
る追加情報についても参照してください。
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IBM BladeCenterサーバーへの Solarisオペレーティングシ
ステムのインストールの準備 (作業マップ)

表 1–1 IBM BladeCenterサーバーへの Solarisオペレーティングシステムのインストールの準備
(作業マップ)

作業 説明 参照先

CDメディアを使用し
て x86インストール
サーバーを作成しま
す。

setup_install_serverコマンドを使用して、
Solaris 10 OSをCDからインストールサーバー
のディスクにコピーします。

15ページの「x86 CDメ
ディアを使ってインス
トールサーバーを作成す
る方法」

DVDメディアを
使って x86インストー
ルサーバーを作成し
ます。

setup_install_serverコマンドを使用して、
Solaris 10 OSをDVDからインストールサー
バーのディスクにコピーします。

18ページの「x86 DVDメ
ディアを使ってインス
トールサーバーを作成す
る方法」

Solaris OSをクライアントシステムにインストールする前に、まずインストールサー
バーを設定します。この節では、この方法でネットワークインストールを実行する
ために必要な作業について説明します。スタンドアロンシステムに Solaris OSをイン
ストールする場合は、70ページの「IBM BladeCenterサーバーへの Solarisインストー
ルプログラムを使用したインストールの実行 (スタンドアロン)」を参照してくださ
い。

注 – CDメディアを使ってインストールサーバーを設定する手順は、DVDメディアを
使ってインストールサーバーを設定する手順とは異なります。選択したインストー
ルメディアに適した手順を実行してください。

CDメディアを使用したインストールサーバーの作成
インストールサーバーには、Solarisソフトウェアをネットワークからシステムにイ
ンストールするために必要なインストールイメージが含まれています。Solarisソフ
トウェアをネットワークからインストールするためには、インストールサーバーを
作成する必要があります。必ずしも個別のブートサーバーを設定する必要はありま
せん。個別のブートサーバーを設定する必要があるかどうかを判断するには、次の
ガイドラインを参照してください。

■ DHCPを使用してインストールパラメータを設定する場合や、インストールサー
バーとクライアントが同じサブネット上に存在する場合は、個別のブートサー
バーは不要です。DHCPクライアントの構成方法については、『Solarisのシステ
ム管理 (IPサービス)』の第 16章「DHCPクライアントの構成と管理」を参照して
ください。
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■ インストールサーバーとクライアントが同じサブネット上に存在せず、DHCPを
使用していない場合は、サブネットごとに個別のブートサーバーを作成する必要
があります。サブネットごとにインストールサーバーを作成することもできま
す。ただし、インストールサーバーはより多くのディスク容量を必要とします。

▼ x86 CDメディアを使ってインストールサーバーを
作成する方法

注 –この手順では、システム上で Solarisボリュームマネージャーが実行されているも
のと仮定しています。Solarisボリュームマネージャーを使用せずにリムーバブルメ
ディアを管理する方法については、『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシ
ステム)』を参照してください。

インストールサーバーにするシステムで、スーパーユーザーになるか、同等の役割
になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステム
管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくださ
い。

このシステムにはCD-ROMドライブが必要です。さらに、システムは、このサイト
のネットワークに接続されネームサービスに登録されている必要があります。ネー
ムサービスを使用しない場合は、サイトのポリシーに従ってシステムの情報を供給
する必要があります。

システムのドライブに SolarisインストールCDを挿入します。

CDイメージ用のディレクトリを作成します。
# mkdir -p install-dir-path

install-dir-path – CDイメージをコピーするディレクトリを指定します。

マウントされたディスクの Toolsディレクトリに移動します。
# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

cdrom0は、Solaris OS CDメディアを入れるドライブへのパスです。

ドライブ内のイメージをインストールサーバーのハードディスクにコピーします。
# ./setup_install_server install-dir-path

1

2

3

4

5
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注 – setup_install_serverコマンドは、Solaris SOFTWAREディスクイメージを使用す
るのに十分なディスク容量があるかどうかを示します。利用できるディスク容量を
調べるには、df -klコマンドを使用します。

ほかのシステムがインストールサーバーをマウントできるように設定する必要があ
るかどうかを判断します。

■ インストールサーバーとインストールするシステムが同じサブネット上にある場
合、あるいは、DHCPを使用している場合は、ブートサーバーを作成する必要は
ありません。手順 7に進みます。

■ インストールサーバーがインストールするシステムと同じサブネット上に存在せ
ず、DHCPを使用していない場合は、次の手順を実行してください。

a. インストールサーバーのイメージへのパスが適切に共有されていることを確認
します。
# share | grep install-dir-path

■ インストールサーバーのディレクトリへのパスが表示されて、anon=0がオ
プションに表示される場合、手順 7に進みます。

■ インストールサーバーのディレクトリのパスが表示されないか、オプ
ション内に anon=0と示されない場合は、次の手順へ進みます。

b. 次のエントリを /etc/dfs/dfstabファイルに追加し、インストールサーバーが
利用できるように設定します。
share -F nfs -o ro,anon=0 -d "install server directory" install-dir-path

c. nfsdデーモンが動作していることを確認します。

■ インストールサーバーで、Solaris 10 1/06 OS以降またはその互換バージョン
が実行されている場合は、次のコマンドを入力します。
# svcs -l svc:/network/nfs/server:default

nfsdデーモンがオンラインの場合は、手順 dに進みます。オンラインでな
い場合は、nfsdデーモンを起動します。

# svcadm enable svc:/network/nfs/server

d. インストールサーバーを共有します。
# shareall

6
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ルート (/)ディレクトリに移動します。
# cd /

Solaris SOFTWARE - 1 CDを取り出します。

Solaris SOFTWARE - 2 CDをシステムのCD-ROMドライブに挿入します。

マウントされたCDの Toolsディレクトリに移動します。
# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

CD-ROMドライブ内のCDをインストールサーバーのディスクにコピーします。
# ./add_to_install_server install-dir-path

ルート (/)ディレクトリに移動します。
# cd /

Solaris SOFTWARE - 2 CDを取り出します。

手順 9から手順 13までを、Solaris Software CDのインストールごとに繰り返します。

Solaris 10 Languages CDをシステムのCD-ROMドライブに挿入します。

マウントされたCDの Toolsディレクトリに移動します。
# cd /cdrom/cdrom0/Tools

CD-ROMドライブ内のCDをインストールサーバーのディスクにコピーします。
# ./add_to_install_server install-dir-path

ルート (/)ディレクトリに移動します。
# cd /

ブートサーバーを作成する必要があるかどうかを判断します。

■ インストールするシステムと同じサブネット上にインストールサーバーが存在し
ないか、あるいはDHCPを使用していない場合は、ブートサーバーを作成する必
要があります。詳細については、『Solaris 10インストールガイド (ネットワーク
インストール)』の「CDイメージを使用してサブネット上にブートサーバーを作
成する方法」を参照してください。

■ DHCPを使用しているか、あるいはインストールするシステムと同じサブネット
上にインストールサーバーが存在する場合は、ブートサーバーを作成する必要は
ありません。

7
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インストールサーバーの設定が終わったら、ネットワークからインストールするク
ライアントシステムの追加を始めることができます。クライアントシステムの追加
方法については、50ページの「add_install_clientを実行してネットワークからイ
ンストールするシステムを追加する方法」を参照してください。

setup_install_serverコマンドと add_to_install_serverコマンドの詳細は、
install_scripts(1M)のマニュアルページを参照してください。

DVDメディアを用いたインストールサーバーの作成
インストールサーバーには、ネットワークからシステムをインストールするために
必要なインストールイメージが含まれます。Solarisソフトウェアをネットワークか
らインストールするためには、インストールサーバーを作成する必要があります。
ブートサーバーは必ずしも設定する必要はありません。個別のブートサーバーを設
定する必要があるかどうかを判断するには、次のガイドラインを参照してくださ
い。

■ DHCPを使用してインストールパラメータを設定している場合、あるいはインス
トールサーバーとクライアントが同じサブネット上にある場合、ブートサーバー
は必要ありません。『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の第 16章「DHCPク
ライアントの構成と管理」を参照してください。

■ インストールサーバーとクライアントが同じサブネット上に存在しておらず、か
つDHCPを使用していない場合には、サブネットごとに異なるブートサーバーを
作成する必要があります。サブネットごとにインストールサーバーを作成するこ
ともできます。ただし、インストールサーバーはより多くのディスク容量を必要
とします。

▼ x86 DVDメディアを使ってインストールサーバー
を作成する方法

注 –この手順では、システム上で Solarisボリュームマネージャーが実行されているも
のと仮定しています。Solarisボリュームマネージャーを使用せずにリムーバブルメ
ディアを管理する方法については、『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシ
ステム)』を参照してください。

インストールサーバーにするシステムで、スーパーユーザーになるか、同等の役割
になります。
役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステム
管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくださ
い。

参照
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このシステムにはDVD-ROMドライブが必要です。さらに、システムは、このサイ
トのネットワークに接続されネームサービスに登録されている必要があります。
ネームサービスを使用しない場合は、サイトのポリシーに従ってシステムの情報を
供給する必要があります。

システムのドライブに Solaris SOFTWARE DVDを挿入します。

ブートイメージをコピーするディレクトリを作成します。
# mkdir -p install-dir-path

install-dir-path – DVDイメージをコピーするディレクトリを指定します。

マウントされたディスクの Toolsディレクトリに移動します。
# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools

cdrom0は、Solaris OS DVDメディアを入れるドライブへのパスです。

ドライブ内のディスクをインストールサーバーのディスクにコピーします。
# ./setup_install_server install-dir-path

install-dir-path – DVDイメージをコピーするディレクトリを指定します。

注 – setup_install_serverコマンドは、Solaris SOFTWAREディスクイメージを使用す
るのに十分なディスク容量があるかどうかを示します。利用できるディスク容量を
調べるには、df -klコマンドを使用します。

ほかのシステムがインストールサーバーをマウントできるように設定する必要があ
るかどうかを判断します。

■ インストールサーバーとインストールするシステムが同じサブネット上にある場
合、あるいは、DHCPを使用している場合は、ブートサーバーを作成する必要は
ありません。手順 7に進みます。

■ インストールサーバーがインストールするシステムと同じサブネット上に存在せ
ず、DHCPを使用していない場合は、次の手順を実行してください。

a. インストールサーバーのイメージへのパスが適切に共有されていることを確認
します。
# share | grep install-dir-path

install-dir-path – DVDイメージがコピーされたインストールイメージを指定し
ます。

■ インストールサーバーのディレクトリへのパスが表示されて、anon=0がオ
プションに表示される場合、手順 7に進みます。

2

3

4

5

6

DVDメディアを用いたインストールサーバーの作成

第 1章 • IBM BladeCenterサーバーへの Solarisオペレーティングシステムのインストール (作業) 19



■ インストールサーバーのディレクトリのパスが表示されないか、オプ
ション内に anon=0と示されない場合は、次の手順へ進みます。

b. 次のエントリを /etc/dfs/dfstabファイルに追加し、ブートサーバーからイン
ストールサーバーが利用できるように設定します。
share -F nfs -o ro,anon=0 -d "install server directory" install-dir-path

c. nfsdデーモンが動作していることを確認します。

■ インストールサーバーで Solaris 10 1/06 OSまたはその互換バージョンが実行
されている場合は、次のコマンドを入力します。
# svcs -l svc:/network/nfs/server:default

nfsdデーモンがオンラインの場合は、手順 dに進みます。オンラインでな
い場合は、nfsdデーモンを起動します。

# svcadm enable svc:/network/nfs/server

d. インストールサーバーを共有します。
# shareall

ルート (/)ディレクトリに移動します。
# cd /

ブートサーバーを作成する必要があるかどうかを判断します。

■ インストールするシステムと同じサブネット上にインストールサーバーが存在し
ないか、あるいはDHCPを使用していない場合は、ブートサーバーを作成する必
要があります。詳細については、『Solaris 10インストールガイド (ネットワーク
インストール)』の「DVDイメージを使用してサブネット上にブートサーバーを作
成する方法」を参照してください。

■ DHCPを使用しているか、あるいはインストールするシステムと同じサブネット
上にインストールサーバーが存在する場合は、ブートサーバーを作成する必要は
ありません。

インストールサーバーを設定したあと、クライアントをインストールクライアント
として追加する必要があります。ネットワーク経由でのクライアントシステムのイ
ンストールについては、50ページの「add_install_clientを実行してネットワーク
からインストールするシステムを追加する方法」を参照してください。

setup_install_serverコマンドと add_to_install_serverコマンドの詳細は、
install_scripts(1M)のマニュアルページを参照してください。

7

8
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システム構成情報の事前設定 (作業マップ)
表 1–2 システム構成情報の事前設定:作業マップ

作業 説明 参照先

sysidcfgファイルを
作成します。

異なる構成情報を必要とするシステムごと
に、固有の sysidcfgファイルを作成します。
サンプルファイルを使用できます。

33ページの「sysidcfg構
成ファイルを作成する方
法」

ネットワークに接続
されたシステムのプ
ロファイルを作成し
ます。

ネットワーク上のシステム用に自動インス
トールを設定する際には、サーバー上に
JumpStartディレクトリと呼ばれるディレクト
リを作成する必要があります。このディレク
トリは、インストールサーバー上に作成でき
ます。JumpStartディレクトリには、Solarisソ
フトウェアの自動インストールを実行するた
めに必要なシステム構成情報が含まれていま
す。

35ページの「JumpStart
ディレクトリをサーバー上
に作成する方法」

38ページの「すべてのシ
ステムがプロファイルサー
バーにアクセスできるよう
にする方法」

40ページの「プロファイ
ルを作成する方法」

42ページの「プロファイ
ルをテストする方法」

rulesファイルを作成
します。

Solaris OSをインストールするシステムのグ
ループごとに、rulesファイルを作成しま
す。各ルールは 1つ以上のシステム属性にも
とづいてシステムグループを識別し、各グ
ループをプロファイルにリンクします。プロ
ファイルは、グループ内の各システムに
Solarisソフトウェアがどのようにインストー
ルされるかを定義するテキストファイルで
す。

47ページの「rulesファイ
ルの作成方法」

49ページの「rulesファイ
ルの妥当性を検査する方
法」

ネットワークからイ
ンストールするシス
テムを追加します。

add_install_clientコマンドを使用して、
ネットワークからインストールする各システ
ムを設定します。インストールする各システ
ムには、ネットワーク上にあるインストール
サーバー、ブートサーバー、および構成情報
を認識させる必要があります。

ネットワークからインストールするシステム
を追加する手順は、CDメディアでもDVDメ
ディアでも同じです。

50ページ
の「add_install_clientを
実行してネットワークから
インストールするシステム
を追加する方法」

Solaris OSをクライアントシステムにインストールする前に、前の表に示す作業を実
行する必要があります。事前に設定を行うと、Solaris OSをインストールする際に、
システム構成情報の入力を求められません。入力する情報は、IBM BladeCenterサー
バーへの Solaris OSのインストール用に作成される sysidcfgファイルによって異なり
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ます。Solaris OSインストールのその他の状況で sysidcfgファイルを作成する際の構
文規則と情報については、http://docs.sun.comにある Solaris OSのインストールマ
ニュアル一式を参照してください。

sysidcfgファイルによる事前設定
sysidcfgファイルに一連のキーワードを指定すると、システムを事前設定できま
す。

異なる構成情報を必要とするシステムごとに、固有の sysidcfgファイルを作成する
必要があります。すべてのシステムに同じタイムゾーンを割り当てる場合は、同じ
sysidcfgファイルを使用して、一連のシステムにタイムゾーンを事前設定すること
ができます。ただし、これらの各システムに異なる root (スーパーユーザー)パス
ワードを事前設定する場合は、各システムに固有の sysidcfgファイルを作成する必
要があります。

sysidcfgファイルは、次のいずれかに置くことができます。

■ UFSまたは PCFSフロッピーディスク – sysidcfgファイルをフロッピーディスク
のルート (/)ディレクトリに置きます。

■ HTTPまたはHTTPSサーバー – WAN (広域ネットワーク)ブートインストールを
実行する場合は、sysidcfgファイルをWebサーバーのドキュメントルートディレ
クトリに置きます。

1つのディレクトリまたはフロッピーディスクには、1つの sysidcfgファイルだけを
入れることができます。複数の sysidcfgファイルを作成する場合は、各ファイルを
異なるディレクトリまたは異なるフロッピーディスクに置く必要があります。

次の節では、sysidcfgファイルの構成要素について説明します。この情報は、新し
い sysidcfgファイルを作成する際に参照してください。sysidcfgファイルのサンプ
ルは、/install-dir-path/Solaris_10.1/Toolsディレクトリにあります。新しいファイ
ルを作成する代わりにこのファイルをコピーし、ユーザーのインストール環境に合
わせて使用したりカスタマイズしたりできます。

sysidcfgファイルの構文規則
sysidcfgファイルで使用するキーワードには、非依存型と依存型の 2種類がありま
す。依存型キーワードは、非依存型キーワード内でのみ固有であることが保証され
ています。依存型キーワードは、対応する非依存型キーワードによって識別される
場合にのみ存在します。
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構文規則 例

非依存型キーワードは任意の順序で指定可能で
す。

pointer=MS-S

display=ati {size=15-inch}

キーワードは、大文字と小文字を区別しません。 TIMEZONE=US/Central

terminal=sun-cmd

関連する非依存型キーワードを結合するには、す
べての依存型キーワードを中括弧 { }で囲みます。

name_service=NIS

{domain_name=marquee.central.example.com}

値は単一引用符 (')または二重引用符 (“)で囲んで指
定可能です。

network_interface=’none’

sysidcfgファイルキーワード
sysidcfgファイル内のシステム情報を設定するために使用できるキーワードを、次
の表に示します。

表 1–3 sysidcfgの構成情報とキーワードの例

構成情報 キーワード

ネットワークインタフェース、ホスト名、IPアドレ
ス、ネットマスク、DHCP、IPv6

network_interface

root (スーパーユーザー)パスワード root_password

セキュリティーポリシー security_policy

インストールプログラムとデスクトップで表示する言
語

system_locale

端末タイプ terminal

タイムゾーン timezone

日付と時刻 timeserver

モニタータイプ monitor

キーボード言語、キーボード配置 keyboard

グラフィックスカード、カラー深度、表示解像度、画
面サイズ

display

ポインティングデバイス、ボタン数、IRQレベル pointer

次の節では、sysidcfgファイルで使用できるキーワードについて説明します。

sysidcfgファイルによる事前設定
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network_interfaceキーワード
次の作業を実行するには、network_interfaceキーワードを使用します。

■ ホスト名を指定する。
■ IPアドレスを指定する。
■ ネットマスク値を指定する。
■ DHCPを使用してネットワークインタフェースを構成する。
■ ネットワークインタフェース上で IPv6を有効にする。

次の各節では、network_interfaceキーワードを使用してシステムインタフェースを
構成する方法について説明します。

ネットワークに接続しないシステム用の構文
システムのネットワーク接続をオフにするには、network_interface値に noneを設定
します。たとえば、次のように指定します。

network_interface=none

1つのインタフェースを構成するための構文
network_interfaceキーワードを使用して 1つのインタフェースを構成するときに
は、次の方法を使用します。

■ DHCPを使用する場合 –ネットワーク上のDHCPサーバーを使用して、ネット
ワークインタフェースを構成できます。インストール時にDHCPサーバーを使用
する方法の詳細は、55ページの「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前
設定 (作業マップ)」を参照してください。

DHCPサーバーを使用してシステム上に 1つのインタフェースを構成する場合
は、network_interfaceキーワードに次の構文を使用します。

network_interface=PRIMARY or value
{dhcp protocol_ipv6=yes-or-no}

PRIMARY システム上に存在するインタフェースのうち、最初に
稼働する非ループバックインタフェースを構成するよ
うに指定します。順序は、ifconfigコマンドの表示ど
おりです。稼働しているインタフェースが存在しない
場合には、最初の非ループバックインタフェースが使
用されます。非ループバックインタフェースが見つか
らない場合は、システムはネットワーク接続されませ
ん。
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注 –複数のインタフェースを構成する場合は、PRIMARY

キーワード値を使用しないでください。

value hme0や eri1など、特定のインタフェースを構成する
ように指定します。

protocol_ipv6=yes-or-no IPv6を使用してシステムを構成するかどうかを指定し
ます。

■ DHCPを使用しない場合 – DHCPを使用しないでネットワークインタフェースを
構成する場合には、構成情報を sysidcfgファイルに指定できます。DHCPを使用
しないでシステム上に 1つのインタフェースを構成する場合は、次の構文を使用
します。

network_interface=PRIMARY or value
{hostname=host-name
default_route=ip-address
ip_address=ip-address
netmask=netmask
protocol_ipv6=yes-or-no}

PRIMARY システム上に存在するインタフェースの
うち、最初に稼働する非ループバックイ
ンタフェースを構成するように指定しま
す。順序は、ifconfigコマンドの表示ど
おりです。稼働しているインタフェース
が存在しない場合には、最初の非ループ
バックインタフェースが使用されます。
非ループバックインタフェースが見つか
らない場合は、システムはネットワーク
接続されません。

注 –複数のインタフェースを構成する場
合は、PRIMARYキーワード値を使用しない
でください。

value hme0や eri1など、特定のインタフェース
を構成するように指定します。

hostname=host-name (省略可能)システムのホスト名を指定し
ます。
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default_route=ip-addressまたは NONE (省略可能)デフォルトルーターの IPアド
レスを指定します。ICMPルーター発見
プロトコルを使用してルーターを自動的
に検出する場合には、このキーワードを
省略してください。

インストール時にルーターを自動的に検
出できない場合、ルーター情報の入力を
求めるメッセージが表示されます。

ip_address=ip-address (省略可能)システムの IPアドレスを指定
します。

netmask=netmask (省略可能)システムのネットマスク値を
指定します。

protocol_ipv6=yes-or-no (省略可能) IPv6を使用してシステムを構
成するかどうかを指定します。

カスタム JumpStartを使用して自動インス
トールを実行する場合は、protocol_ipv6

キーワードに値を指定する必要がありま
す。

注 –必要に応じて、hostname、ip_address、netmaskキーワードのいずれかを組み
合わせて設定します。あるいは、これらのキーワードをまったく設定しなくても
かまいません。どのキーワードも使用しない場合、中括弧 { }は省略します。

例 1–1 network_interfaceキーワードを使用して、DHCPを使用する 1つのインタフェースを構
成する

次の例では、インストールプログラムがDHCPに、eri0ネットワークインタフェー
スを構成するように指示する方法を示します。IPv6サポートは無効になります。

network_interface=eri0 {dhcp protocol_ipv6=no}

例 1–2 network_interfaceキーワードに構成情報を指定して 1つのインタフェースを構成する

次の例では、次の設定で eri0インタフェースを構成する方法を示します。

■ ホスト名は host1に設定。
■ IPアドレスは 172.31.88.100に設定。
■ ネットマスクは 255.255.255.0に設定。
■ IPv6サポートがインタフェース上で無効になる。
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例 1–2 network_interfaceキーワードに構成情報を指定して 1つのインタフェースを構成す
る (続き)

network_interface=eri0 {hostname=host1 ip_address=172.31.88.100

netmask=255.255.255.0 protocol_ipv6=no}

複数のインタフェースを構成するための構文
sysidcfgファイルでは、複数のネットワークインタフェースを構成できます。構成
するインタフェースごとに、network_interfaceキーワードエントリを sysidcfg

ファイルに追加します。

network_interfaceキーワードを使用して複数のインタフェースを構成するには、次
の方法を使用できます。

■ DHCPを使用する場合 –ネットワーク上のDHCPサーバーを使用して、ネット
ワークインタフェースを構成できます。インストール時にDHCPサーバーを使用
する方法の詳細は、55ページの「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前
設定 (作業マップ)」を参照してください。
DHCPサーバーを使用してシステム上のインタフェースを構成する場合は、
network_interfaceキーワードに次の構文を使用します。

network_interface=value {PRIMARY

dhcp protocol_ipv6=yes-or-no}

value hme0や eri1など、特定のインタフェースを構成する
ように指定します。

PRIMARY (省略可能) valueを 1次インタフェースとして指定しま
す。

protocol_ipv6=yes-or-no IPv6を使用してシステムを構成するかどうかを指定し
ます。

■ DHCPを使用しない場合 – DHCPを使用しないでネットワークインタフェースを
構成する場合には、構成情報を sysidcfgファイルに指定できます。DHCPを使用
しないで複数のインタフェースを構成する場合は、次の構文を使用します。

network_interface=value {PRIMARY hostname=host-name
default_route=ip-address or NONE

ip_address=ip-address
netmask=netmask
protocol_ipv6=yes-or-no}

value hme0や eri1など、特定のインタフェース
を構成するように指定します。
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PRIMARY (省略可能) valueを 1次インタフェースと
して指定します。

hostname=host-name (省略可能)システムのホスト名を指定し
ます。

default_route=ip-addressまたは NONE (省略可能)デフォルトルーターの IPアド
レスを指定します。ICMPルーター発見
プロトコルを使用してルーターを自動的
に検出する場合には、このキーワードを
省略してください。

sysidcfgファイルで複数のインタフェー
スを構成する場合は、静的なデフォルト
ルートを使用しない 2次インタフェース
すべてに対して、それぞれ
default_route=NONEを設定してくださ
い。

インストール時にルーターを自動的に検
出できない場合、ルーター情報の入力を
求めるメッセージが表示されます。

ip_address=ip-address (省略可能)システムの IPアドレスを指定
します。

netmask=netmask (省略可能)システムのネットマスク値を
指定します。

protocol_ipv6=yes-or-no (省略可能) IPv6を使用してシステムを構
成するかどうかを指定します。

カスタム JumpStartを使用して自動インス
トールを実行する場合は、protocol_ipv6

キーワードに値を指定する必要がありま
す。

注 –必要に応じて、hostname、ip_address、netmaskキーワードのいずれかを組み
合わせて設定します。あるいは、これらのキーワードをまったく設定しなくても
かまいません。どのキーワードも使用しない場合、中括弧 { }は省略します。

同一の sysidcfgファイル内において、一部のインタフェースだけがDHCPを使用す
るように構成し、ほかのインタフェース用には構成情報を直接記述することもでき
ます。
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例 1–3 network_interfaceキーワードを使用して複数のインタフェースを構成する

次の例では、ネットワークインタフェース eri0と eri1を次のように構成していま
す。

■ eri0は、DHCPサーバーを使用して構成されます。eri0の IPv6サポートは無効に
なります。

■ eri1は、1次ネットワークインタフェースです。ホスト名は host1に設定され、
IPアドレスは 172.31.88.100に設定されます。ネットマスクは 255.255.255.0に設
定されます。eri1の IPv6サポートは無効になります。

network_interface=eri0 {dhcp protocol_ipv6=no}

network_interface=eri1 {primary hostname=host1

ip_address=172.31.88.100

netmask=255.255.255.0

protocol_ipv6=no}

root_passwordキーワード
sysidcfgファイルにシステムの root (スーパーユーザー)パスワードを指定できま
す。root (スーパーユーザー)パスワードを指定するには、root_passwordキーワード
を次の構文に従って使用します。

root_password=encrypted-password

encrypted-passwordは、/etc/shadowファイルに設定される暗号化パスワードです。

security_policyキーワード
sysidcfgファイルで security_policyキーワードを使用して、Kerberosネットワーク
認証プロトコルを使用するようにシステムを構成できます。Kerberosを使用するよ
うにシステムを構成する場合には、次の構文を使用します。

security_policy=kerberos {default_realm=FQDN
admin_server=FQDN kdc=FQDN1, FQDN2, FQDN3}

FQDNには、Kerberosのデフォルトレルム、管理サーバー、および鍵配布センター
(Key Distribution Center、KDC)を、完全指定のドメイン名で指定します。KDCは 1つ
以上指定する必要があります (最大 3つまで指定可能)。

システムのセキュリティーポリシーを設定しない場合は、security_policy=NONEと設
定します。

Kerberosネットワーク認証プロトコルの詳細については、『Solarisのシステム管理
(セキュリティサービス)』のパートVI「Kerberosサービス」を参照してください。
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例 1–4 security_policyキーワードを使用して、Kerberosを使用するようにシステムを構成す
る

次の例では、次の情報を使用して、Kerberosを使用するようにシステムを構成して
います。

■ Kerberosデフォルトレルムは example.COM。
■ Kerberos管理サーバーは krbadmin.example.COM。
■ KDCは、kdc1.example.COMと kdc2.example.COMの 2つ。

security_policy=kerberos

{default_realm=example.COM

admin_server=krbadmin.example.COM

kdc=kdc1.example.COM,

kdc2.example.COM}

system_localeキーワード
system_localeキーワードを使用して、インストールプログラムおよびデスクトップ
の表示言語を指定できます。ロケールを指定するには、次の構文を使用します。

system_locale=locale

localeには、インストールパネルおよび画面を表示する際の使用言語を指定します。
有効なロケール値の一覧については、/usr/lib/localeディレクトリまたは『国際化
対応言語環境の利用ガイド』を参照してください。

terminalキーワード
terminalキーワードを使用して、システムの端末タイプを指定できます。端末タイ
プを指定するには、次の構文を使用します。

terminal=terminal_type

terminal_typeには、システムの端末タイプを指定します。有効な端末タイプのリスト
については、/usr/share/lib/terminfoディレクトリのサブディレクトリを参照して
ください。

timezoneキーワード
timezoneキーワードを使用して、システムのタイムゾーンを設定できます。構文は
次のとおりです。

timezone=timezone

timezoneキーワードは、システムのタイムゾーンの値を指定します。
/usr/share/lib/zoneinfoディレクトリにあるディレクトリとファイルには、有効な
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タイムゾーンの値が用意されています。timezoneの値は、/usr/share/lib/zoneinfo

ディレクトリからの相対パス名です。また、有効なOlsonタイムゾーンも指定できま
す。

例 1–5 timezoneキーワードを使用してシステムのタイムゾーンを構成する

次の例では、システムのタイムゾーンを米国の山岳部標準時に設定しています。

timezone=US/Mountain

/usr/share/lib/zoneinfo/US/Mountainのタイムゾーン情報を使用するようにシステ
ムが構成されます。

timeserverキーワード
timeserverキーワードを使用して、インストール先のシステムに日付と時刻を設定
するためのシステムを指定できます。

注 –ネームサービスを実行する場合は、timeserver=host-nameまたは ip-addressを設定
しないでください。

timeserverキーワードを設定するときには、次のいずれかの方法を選択します。

■ システム自体をタイムサーバーとして構成する場合は、timeserver=localhostと
設定します。localhostを指定した場合は、そのシステムの時刻が正しいものと
仮定し、時刻が設定されます。

■ 別のシステムをタイムサーバーとして指定する場合は、timeserverキーワードを
使用して、タイムサーバーのホスト名または IPアドレスを指定します。構文は次
のとおりです。

timeserver=host-name または ip-address

host-nameはタイムサーバーシステムのホスト名で、ip-addressはタイムサーバー
の IPアドレスを指定します。

monitorキーワード
monitorキーワードを使用して、モニター情報を構成できます。monitorキーワード
では次の構文を使用します。

monitor=monitor-type
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monitorキーワードに値を設定するには、インストール先のシステム上で kdmconfig

-dコマンドを実行します。出力結果から monitorキーワードを含む行をコピーし、
この行を sysidcfgファイルに追加します。

keyboardキーワード
keyboardキーワードを使用して、キーボードの言語と配置の情報を設定できます。
keyboardキーワードでは次の構文を使用します。

keyboard=keyboard-language {layout=value}

keyboardキーワードに値を設定するには、インストール先のシステム上で kdmconfig

-dコマンドを実行します。出力結果から keyboardキーワードを含む行をコピーし、
この行を sysidcfgファイルに追加します。

displayキーワード
displayキーワードを使用して、次の情報を構成できます。

■ グラフィックスカード
■ 画面サイズ
■ カラー深度
■ 表示解像度

displayキーワードでは次の構文を使用します。

display=graphics_card {size=screen_size
depth=color_depth
resolution=screen_resolution}

displayキーワードに適切な値を設定するには、インストール先のシステム上で
kdmconfig -dコマンドを実行します。出力結果から displayキーワードを含む行をコ
ピーし、この行を sysidcfgファイルに追加します。

pointerキーワード
pointerキーワードを使用して、次のマウス情報を設定できます。

■ ポインティングデバイス
■ ボタン数
■ IRQレベル

pointerキーワードでは次の構文を使用します。

pointer=pointing-device {nbuttons=number-buttons irq=value}

sysidcfgファイルによる事前設定

Solaris 10 IBM BladeCenterサーバーインストールガイド • 2008年 2月32



pointerキーワードに値を設定するには、インストール先のシステム上で kdmconfig

-dコマンドを実行します。出力結果から pointerキーワードを含む行をコピーし、
この行を sysidcfgファイルに追加します。

これらのキーワードの詳細は、kdmconfig(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。

▼ sysidcfg構成ファイルを作成する方法
Solaris OSインストールプログラムでは、周辺機器、ホスト名、IPアドレス、ネーム
サービス (該当する場合)など、システムに関する構成情報を入力する必要がありま
す。インストールプログラムは、この構成情報の入力を求める前に、まず sysidcfg

ファイル内のこの情報を調べ、次にネームサービスのデータベース (該当する場合)
の情報を調べます。Solarisインストールプログラムまたはカスタム JumpStartインス
トールプログラムが sysidcfgファイルで事前構成されたシステム情報を検出したと
きは、この情報を手動で入力するように求められません。これによって、時間とリ
ソースが節約されます。たとえば、複数のシステムがあり、Solaris OSをインストー
ルするたびにタイムゾーンの入力を求められないようにする場合は、sysidcfg

ファイルにタイムゾーンを指定できます。

sysidcfgファイルの詳細は、sysidcfg(4)のマニュアルページを参照してください。

テキストエディタを使って、sysidcfgという名前のファイルを作成します。

sysidcfg構成ファイルに、指定するキーワードを入力します。ガイドラインと使用
する構文については、22ページの「sysidcfgファイルによる事前設定」を参照して
ください。

sysidcfgファイルを保存します。

注 –複数の sysidcfgファイルを作成する場合は、それぞれのファイルを別々の
ディレクトリまたは別々のフロッピーディスクに保存する必要があります。

次のいずれかを介してクライアントから sysidcfgファイルにアクセスできるように
します。

■ 共有NFSファイルシステム。add_install_clientコマンドに -pオプションを指定
して、ネットワークからインストールするシステムを設定します。

■ UFSフロッピーディスクまたは PCFSフロッピーディスクのルート(/)ディレクト
リ。
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sysidcfgファイル

次の例で、同じ種類のキーボード、グラフィックカード、ポインティングデバイス
情報を使用するシステムのグループの sysidcfgファイルを示します。この例の
sysidcfgファイルが使用されている場合、インストールを続行する前に言語
(system_locale)を選択するように求められることがあります。

このデバイス情報 (キーボード、ディスプレイ、ポインタ)は、kdmconfigコマンドに
-dオプションを指定して実行することで取得されました。詳細については、
kdmconfig(1M)のマニュアルページを参照してください。

keyboard=ATKBD {layout=US-English}

display=ati {size=15-inch}

pointer=MS-S

timezone=US/Central

timeserver=timehost1

terminal=ibm-pc

name_service=NIS {domain_name=marquee.central.example.com

name_server=nmsvr2(172.25.112.3)}

root_password=URFUni9

インストールの続行

sysidcfgファイルを使ってネットワーク経由のインストールを行うには、インス
トールサーバーを設定し、システムをインストールクライアントとして追加する必
要があります。詳細については、14ページの「IBM BladeCenterサーバーへの Solaris
オペレーティングシステムのインストールの準備 (作業マップ)」および 22ページ
の「sysidcfgファイルによる事前設定」を参照してください。

sysidcfgファイルを使ってカスタム JumpStartインストールを行うには、プロファイ
ルと rules.okファイルを作成する必要があります。47ページの「rulesファイルの
作成方法」を参照してください。

ネットワーク上のシステム用のプロファイルサーバーの
作成

ネットワーク上のシステム用にカスタム JumpStartインストールを設定する際には、
サーバー上に JumpStartディレクトリと呼ばれるディレクトリを作成する必要があり
ます。JumpStartディレクトリには、重要なカスタム JumpStartファイル (rulesファイ
ル、rules.okファイル、プロファイルなど)がすべて置かれます。JumpStartディレ
クトリは、プロファイルサーバーのルート (/)ディレクトリに作成する必要がありま
す。

例1–6

参考

ネットワーク上のシステム用のプロファイルサーバーの作成
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JumpStartディレクトリのあるサーバーを、プロファイルサーバーといいます。プロ
ファイルサーバーは、インストールサーバーまたはブートサーバーと同じシステム
にすることができます。プロファイルサーバーを別個のサーバーとすることもでき
ます。プロファイルサーバーは、異なるプラットフォームのシステムにカスタム
JumpStartファイルを提供できます。

注 –プロファイルサーバーの作成後、すべてのシステムがそのサーバーにアクセスで
きるように設定する必要があります。詳しい手順については、38ページの「すべて
のシステムがプロファイルサーバーにアクセスできるようにする方法」を参照して
ください。

▼ JumpStartディレクトリをサーバー上に作成する
方法
JumpStartディレクトリには、重要なカスタム JumpStartファイル (rulesファイル、
rules.okファイル、プロファイルなど)がすべて置かれます。JumpStartディレクト
リは、プロファイルサーバーのルート (/)ディレクトリに作成する必要があります。

この手順では、システムで Solarisボリュームマネージャーを実行していると仮定し
ています。Solarisボリュームマネージャーを使用せずにディスクを管理する方法に
ついては、『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシステム)』を参照してくだ
さい。

JumpStartディレクトリを作成するサーバーに、スーパーユーザーとしてログインし
ます。

サーバーに JumpStartディレクトリを作成します。
# mkdir -m 755 jumpstart-dir-path

jumpstart_dir_pathは、JumpStartディレクトリの絶対パスです。

たとえば、次のコマンドは、ルート (/)ディレクトリに jumpstartというディレクト
リを作成し、アクセス権を 755に設定します。

# mkdir -m 755 /jumpstart

/etc/dfs/dfstabファイルを編集し、次のエントリを追加します。
share -F nfs -o ro,anon=0 jumpstart-dir-path

たとえば、次のエントリは /jumpstartディレクトリを共有します。

share -F nfs -o ro,anon=0 /jumpstart
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shareallと入力して、JumpStartディレクトリを共有します。Enterキーを押します。

サンプルのカスタム JumpStartファイルを JumpStartディレクトリにコピーするかど
うかを決定します。

■ コピーしない場合は、手順 8に進みます。
■ コピーする場合、使用するソフトウェアメディアの種類に応じて、次のいずれか
を実行します。
■ Solaris 10 1/06 Operating System DVDまたは Solaris 10 1/06 SOFTWARE – 1 CD
以降

CDをサーバーのCD-ROMドライブに挿入します。
Solarisボリュームマネージャーが自動的にCDをマウントします。

■ Solaris 10 1/06 Operating System DVDまたは Solaris 10 1/06 SOFTWARE – 1 CD
以降のイメージ

ディレクトリを Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE – 1イ
メージがある場所に移動します。

たとえば、次のように入力します。

# cd /export/install

サンプルのカスタム JumpStartファイルをプロファイルサーバー上の JumpStart
ディレクトリ内にコピーします。
# cp -r media-path/Solaris_Solaris_10.1/Misc/jumpstart_sample/* jumpstart-dir-path

media-path CD、DVD、またはローカルディスク上のイメージのパス。

jumpstart-dir-path サンプルのカスタム JumpStartファイルを配置する、プロファイ
ルサーバー上のパス。

たとえば、次のコマンドは、jumpstart_sampleディレクトリをプロファイルサー
バー上の /jumpstartディレクトリにコピーします。

cp -r /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_Solariss_10.1/Misc/jumpstart_sample/* /jumpstart

サンプル JumpStartファイルを更新し、それらのファイルがサイトの環境内で動作す
るようにします。

rootが JumpStartディレクトリを所有していて、そのアクセス権が 755に設定されて
いることを確認します。
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ネットワーク上のシステムがプロファイルサーバーにアクセスできるように設定し
ます。

詳しい手順については、38ページの「すべてのシステムがプロファイルサーバーに
アクセスできるようにする方法」を参照してください。

すべてのシステムがプロファイルサーバーにアクセスで
きるようにする

プロファイルサーバーを作成する際に、システムがカスタム JumpStartインストール
中にプロファイルサーバーにアクセスできるようにする必要があります。アクセス
できるようにするには、次のいずれかの方法を使用します。

■ add_install_clientコマンドを使用します。

ネットワークインストールでシステムを追加するたびに、add_install_clientコ
マンドに -cオプションを使用してプロファイルサーバーを指定します。

注 – NFSを使用しない場合、すべてのシステムがプロファイルサーバーにアクセ
スできるようにするには、GRUBメニューでブートエントリを編集する必要があ
ります。

手順については、50ページの「add_install_clientを実行してネットワークから
インストールするシステムを追加する方法」を参照してください。

■ GRUBメニューでブートエントリを編集します。
GRUBメニューでブートエントリを編集して、システムをブートするときのプロ
ファイルサーバーの JumpStartディレクトリの場所を指定します。カスタム
JumpStart構成ファイルは、圧縮して 1つのファイルにする必要があります。続い
て、NFSサーバー、HTTPサーバー、またはシステムがローカルにアクセスでき
るメディアに、圧縮されたその構成ファイルを保存します。GRUBメニューのエ
ントリを編集する場合は、圧縮ファイルの場所を指定する必要があります。

手順については、『Solaris 10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「圧縮された構成ファイルを作成する方法」および『Solaris 10インストー
ルガイド (カスタム JumpStart/上級編)』の「GRUB bootコマンドの編集によるカ
スタム JumpStartインストールの実行」を参照してください。

■ /etc/bootparamsファイルにワイルドカードを追加します。

詳しい手順については、38ページの「すべてのシステムがプロファイルサー
バーにアクセスできるようにする方法」を参照してください。
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▼ すべてのシステムがプロファイルサーバーにアク
セスできるようにする方法
ネットワークインストール情報を /etc/bootparamsファイルに格納する場合は、この
手順だけを実行してください。

この手順を実行するには、すべてのシステムの種類が同じ (すべて x86ベースのシス
テムであるなど)である必要があります。

次のような場合には、この手順を実行しないでください。

■ フロッピーディスクに JumpStartディレクトリを保存する場合。
■ システムをブートするときにプロファイルサーバーの場所を指定する場合。
■ 異なるアーキテクチャーのシステムがある場合、システムをブートするときにプ
ロファイルサーバーの場所を指定する必要があります。

注 – DHCPサーバーに関するネットワークインストールの情報を格納することもでき
ます。

add_install_clientコマンドに -dオプションを指定して、PXEを利用するDHCP
サーバーを使用するように、カスタム JumpStartプログラムに指示します。この
Solarisリリースでは、システムをブートするときにGRUBメニューでブートエント
リを編集して、dhcpオプションを追加することもできます。

GRUBメニューを編集する手順については、『Solaris 10インストールガイド (カスタ
ム JumpStart/上級編)』の「ネットワークからのGRUBベースのインストールの実
行」および『Solarisのシステム管理 (基本編)』の「GRUBメニューを編集して Solaris
ブート動作を変更する方法」を参照してください。

インストールサーバーまたはブートサーバーにスーパーユーザーとしてログインし
ます。

テキストエディタを使って、/etc/bootparamsファイルを開きます。

次のエントリを追加します。
* install_config=server:jumpstart-dir-path

* すべてのシステムにアクセスできるように指定するワイルド
カード文字

server JumpStartディレクトリがあるプロファイルサーバーのホスト名

jumpstart-dir-path JumpStartディレクトリの絶対パス
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たとえば、次のエントリはすべてのシステムが、sherlockというプロファイルサー
バーにある /jumpstartディレクトリにアクセスできるようにします。

* install_config=sherlock:/jumpstart

これで、すべてのシステムはプロファイルサーバーにアクセスできるようになりま
した。

注 –この手順を使用した場合、インストールクライアントを起動したときに次のエ
ラーメッセージが表示されることがあります。

WARNING: getfile: RPC failed: error 5: (RPC Timed out).

このエラーメッセージの詳細については、『Solaris 10インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の「ネットワークからのブート時のエラーメッセージ」を参照
してください。

これで、すべてのシステムはプロファイルサーバーにアクセスできるようになりま
した。

プロファイルの作成
プロファイルは、Solarisソフトウェアをシステムにインストールする方法を定義す
るテキストファイルです。プロファイルには、インストール要素 (インストールする
ソフトウェアグループなど)を指定します。各ルールには、システムのインストール
方法を示すプロファイルを指定します。ルールごとに異なるプロファイルを作成で
きます。また、複数のルールで同じプロファイルを使用することもできます。45
ページの「rulesファイルの作成」を参照してください。

プロファイルは、1つまたは複数のプロファイルキーワードとその値で構成されま
す。各プロファイルキーワードは、JumpStartプログラムがどのようにしてシステム
に Solarisソフトウェアをインストールするかを制御するコマンドです。たとえば、
次のプロファイルキーワードと値は、JumpStartプログラムがシステムをサーバーと
してインクルードすることを指定しています。

system_type server

注 – 34ページの「ネットワーク上のシステム用のプロファイルサーバーの作成」の手
順を使って JumpStartディレクトリを作成した場合、サンプルのプロファイルはすで
に JumpStartディレクトリにあります。

プロファイルの作成
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プロファイルの構文
プロファイルには、次のものを含める必要があります。

■ 最初のエントリが install_typeプロファイルキーワードであること
■ 1行に 1つのキーワード
■ アップグレードされるシステムが、アップグレードできるルートファイルシステ
ムを複数持っている場合は、root_deviceキーワード

プロファイルには次の要素を含めることができます。

■ コメント

1つの行で #記号のあとに記述されたテキストはすべて、JumpStartプログラムに
よってコメントテキストとして扱われます。行が #記号で始まる場合は、行全体
がコメントとして扱われます。

■ 1行以上の空白行

▼ プロファイルを作成する方法
テキストエディタを使用してテキストファイルを作成します。ファイルにわかりや
すい名前を付けます。または、作成した JumpStartディレクトリ内のサンプルのプロ
ファイルを開きます。

注 –プロファイルには、Solarisソフトウェアをシステムにインストールするときの使
用方法を表す名前を付けてください。たとえば、basic_install、eng_profile 、
user_profileなどの名前を付けます。

プロファイルにプロファイルキーワードと値を追加します。

41ページの「プロファイルの例」を参照してください。

注 –プロファイルキーワードとプロファイル値には、大文字と小文字の区別がありま
す。

JumpStartディレクトリにプロファイルを保存します。

プロファイルの所有者が rootで、そのアクセス権が 644に設定されていることを確
認します。

(省略可能)プロファイルをテストします。
42ページの「プロファイルをテストする方法」を参照してください。
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プロファイルの例
次のプロファイルの例は、システムに Solarisソフトウェアをインストールする方法
を制御するために、さまざまなプロファイルキーワードとプロファイル値を使用す
る方法を示します。プロファイルのキーワードと値では、プロファイルキーワード
と値を説明しています。

例 1–7 プロファイルを使用したファイルシステムのインストール先の指定

# profile keywords profile values

# ---------------- -------------------

install_type initial_install

system_type standalone

partitioning explicit

filesys c0t0d0s0 auto /

filesys c0t3d0s1 auto swap

filesys any auto usr

cluster SUNWCall

次に、この例で使用されている一部のキーワードと値について説明します。

partitioning ファイルシステムスライスは、値が explicitである filesysキー
ワードによって決定されます。ルート (/)ディレクトリのサイズ
は、値 autoにより選択したソフトウェアに基づいて自動的に設定
されて c0t0d0s0にインストールされます。swapも同様に、必要な
サイズに設定された上で c0t3d0s1上にインストールされます。usr

は、値 anyにより選択したソフトウェアに基づきインストールプロ
グラムによってインストール先が決定されます。

cluster 全体ディストリビューションソフトウェアグループ (SUNWCall)がシ
ステムにインストールされます。

例 1–8 プロファイル内での fdiskキーワードの使用

# profile keywords profile values

# ---------------- -------------------

install_type initial_install

system_type standalone

fdisk c0t0d0 0x04 delete

fdisk c0t0d0 solaris maxfree

cluster SUNWCall

cluster SUNWCacc delete

次に、この例で使用されている一部のキーワードと値について説明します。

プロファイルの作成
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例 1–8 プロファイル内での fdiskキーワードの使用 (続き)

fdisk タイプDOSOS16 (04 16進)の fdiskパーティションはすべて、c0t0d0

ディスクから削除されます。

fdisk Solaris fdiskパーティションが、c0t0d0ディスク上の最大の連続空き領域
に作成されます。

cluster 全体ディストリビューションソフトウェアグループ (SUNWCall)がシステ
ムにインストールされます。

cluster システムアカウントユーティリティー (SUNWCacc)は、システムにインス
トールされません。

プロファイルのテスト
プロファイルを作成したあと、pfinstallコマンドを使用してプロファイルをテスト
します。システムのインストールまたはアップグレードを行う前にプロファイルを
テストしてください。プロファイルのテストは、ディスク容量を再配置するアップ
グレードプロファイルを作成する場合、特に有用です。

pfinstallから生成されるインストール出力を調べて、意図したとおりにプロファイ
ルが動作するかを確認します。たとえば、実際にシステムでインストールを行う前
に、そのシステムが Solarisソフトウェアの新しいリリースをインストールするため
の十分なディスク容量を持っているかどうかをプロファイルを使って調べます。

pfinstallコマンドを利用すると、次の要素に対してプロファイルをテストできま
す。

■ pfinstallを実行しているシステムのディスク構成。
■ その他のディスク構成。ディスクの構造 (ディスクのバイト/セクタ、フラグ、ス
ライスなど)を示すディスク構成ファイルを使用します。

注 –ディスク構成ファイルを使用して、システムのインストールに使用するプロ
ファイルをテストすることはできません。代わりに、システムの実際のディスク
構成およびシステムに現在インストールされているソフトウェアに対して、プロ
ファイルをテストする必要があります。

▼ プロファイルをテストする方法
プロファイルをテストするシステムを決めます。1
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Solaris 10 1/06ソフトウェア以降を実行しているシステムの、最初のインストールプ
ロファイルをテストします。

スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステム
管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくださ
い。

一時的なマウントポイントを作成します。
# mkdir /tmp/mnt

テストするプロファイル (1つ以上)が入ったディレクトリをマウントします。適用す
る指示を入力します。

■ ネットワーク上のシステムにリモートNFSファイルシステムをマウントするに
は、次のように入力します。
# mount -F nfs server-name:path /tmp/mnt

■ PCFSフォーマットのフロッピーディスクをマウントするには、次のように入力し
ます。
mount -F pcfs /dev/diskette /tmp/mnt

特定のシステムメモリーサイズでプロファイルをテストするには、SYS_MEMSIZEにそ
のメモリーサイズをMバイト単位で指定します。
# SYS_MEMSIZE=memory-size
# export SYS_MEMSIZE

手順 4でディレクトリをマウントしたかどうかに応じて、次のいずれかを実行しま
す。

■ 手順 4でディレクトリをマウントした場合は、そのディレクトリに移動します。
# cd /tmp/mnt

■ 手順 4でディレクトリをマウントしなかった場合は、プロファイルがあるディレ
クトリに移動します。このディレクトリは、通常は JumpStartディレクトリで
す。
# cd jumpstart-dir-path

プロファイルをテストします。
# /usr/sbin/install.d/pfinstall -D:-d disk-config-file -c path profile

2

3

4

5

6

7

8
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注意 – pfinstallコマンドを使用するときは、-dオプションまたは -Dオプションを指
定する必要があります。いずれかを指定しないと、このコマンドは指定されたプロ
ファイルを使用して Solarisソフトウェアをインストールします。その結果、すべて
のシステムデータが上書きされます。

-D pfinstallは、現在のシステムのディスク構成を使用してプロ
ファイルをテストします。

-d disk-config-file pfinstallは、ディスク構成ファイル disk_config_fileを使用してプ
ロファイルをテストします。pfinstallが動作しているディレク
トリに disk-config-fileが置かれていない場合は、パスを指定する
必要があります。

注 –アップグレードプロファイル install_type upgradeで -d

disk-config-fileオプションを使用することはできません。常に、シ
ステムのディスク構成に対してアップグレードプロファイルをテ
ストする必要があります。つまり、-Dオプションを使用する必
要があります。

-c path Solarisソフトウェアイメージへのパス。たとえば、Solarisボ
リュームマネージャーを使って該当するプラットフォーム用の
Solaris SOFTWARE - 1 CDをマウントする場合は、このオプション
を使用します。

該当するプラットフォーム用の Solaris 10 1/06 DVDまたは Solaris
10 1/06 SOFTWARE - 1 CDイメージ以降からブートした場合、-c

オプションを指定する必要はありません。DVDまたはCDイ
メージは、ブート処理の一環として /cdrom上にマウントされま
す。

profile テストするプロファイル名。profileが pfinstallが実行されてい
るディレクトリにない場合は、パスを指定する必要があります。

プロファイルテストの例
次の例は、pfinstallを使用して basic_profというプロファイルをテストする方法を
示しています。このプロファイルのテストは、Solarisソフトウェアがインストール
されているシステムのディスク構成に対して行われます。basic_profプロファイル

プロファイルのテスト
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は /jumpstartディレクトリにあり、Solarisボリュームマネージャーが使用されてい
るため Solaris 10 1/06 SOFTWARE - 1 CD (x86版)イメージへのパスが指定されていま
す。

例 1–9 Solaris 10 1/06システムを使用したプロファイルのテスト

# cd /jumpstart

# /usr/sbin/install.d/pfinstall -D -c /cdrom/path-name basic_prof

次の例で、pfinstallを使用して Solaris 10 1/06システムの basic_profという名前の
プロファイルをテストする方法を示します。このテストは、535_testディスク構成
ファイルに対して行われます。このテストでは、システムメモリーが 64Mバイトあ
ることを確認します。この例では、/export/installディレクトリにある Solaris 10
1/06 SOFTWARE - 1 CD (x86版)イメージを使用します。

例 1–10 ディスク構成ファイルによるプロファイルテスト

# SYS_MEMSIZE=64

# export SYS_MEMSIZE

# /usr/sbin/install.d/pfinstall -d 535_test -c /export/install basic_prof

rulesファイルの作成
rulesファイルは、Solaris OSのインストール先システムの各グループのルールが含
まれるテキストファイルです。各ルールは 1つ以上のシステム属性にもとづいてシ
ステムグループを識別し、各グループをプロファイルにリンクします。プロファイ
ルは、グループ内の各システムに Solarisソフトウェアがどのようにインストールさ
れるかを定義するテキストファイルです。たとえば、次のルールは JumpStartプログ
ラムが basic_profプロファイル内の情報を使用し、sun4uプラットフォームグループ
を持つすべてのシステムに対してインストールを実行することを示します。

karch sun4u - basic_prof -

rulesファイルを使用して、カスタム JumpStartインストールに必要な rules.ok

ファイルを作成します。

注 – 34ページの「ネットワーク上のシステム用のプロファイルサーバーの作成」の手
順に従って JumpStartディレクトリを設定する場合、サンプルの rulesファイルはす
でに JumpStartディレクトリにあります。rulesファイルのサンプルには、説明とい
くつかのサンプルのルールがあります。サンプルの rulesファイルを利用する場合
は、使用しないサンプルのルールは必ずコメントにしておいてください。

rulesファイルの作成
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rulesファイルの構文
rulesファイルに必要な属性は、次のとおりです。

■ このファイルには rulesという名前を割り当てる必要がある。
■ ファイルに 1つ以上のルールが含まれている。

rulesファイルには、次の要素を任意に含めることができます。

■ コメント

行の #記号のあとに記述されたテキストは、JumpStartプログラムによってコメン
トとして扱われます。行が #記号で始まる場合は、行全体がコメントとして扱わ
れます。

■ 1行以上の空白行
■ 1つまたは複数の複数行ルール
単一のルールを新しい行に続けるには、Returnキーを押す直前にバックス
ラッシュ文字 (\)を含めます。

rulesファイル内のルールは、次の構文に従う必要があります。

!rule-keyword rule-value && !rule-keyword rule-value ... begin profile finish

! 否定を示すためにキーワードの前で使用される記号。

rule-keyword ホスト名 (hostname)やメモリーサイズ (memsize)などの一般的なシス
テム属性を記述する、事前定義された字句単位または語。
rule-keywordは、同じ属性を持つシステムを 1つのプロファイルに対
応させるためにルール値とともに使用されます。

rule-value 対応する rule-keywordに固有のシステム属性を指定します。ルール値
については、『Solaris 10インストールガイド (カスタム JumpStart/上
級編)』の「ルールキーワードと値の説明」を参照してください。

&& 同じルール内で rule-keywordと rule-valueのペアを複数組み合わせる
際に使用する必要のある記号 (論理AND)。カスタム JumpStartインス
トール時に、システムがルール内のすべてのペアに一致しなけれ
ば、ルールの一致は成立しません。

begin インストール開始前に実行される Bourneシェルスクリプト名。開始
スクリプトがない場合、このフィールドにマイナス記号 (-)を指定す
る必要があります。開始スクリプトはすべて、JumpStartディレクト
リになければなりません。

開始スクリプトの作成方法の詳細は、『Solaris 10インストールガイ
ド (カスタム JumpStart/上級編)』の「開始スクリプトの作成」を参照
してください。

rulesファイルの作成
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profile テキストファイル名。システムがルールに一致したとき Solarisソフ
トウェアがシステムにどのようにインストールされるかを定義して
います。プロファイル内の情報は、プロファイルキーワードと、そ
れらに対応するプロファイル値から構成されます。すべてのプロ
ファイルは JumpStartディレクトリになければなりません。

finish インストール終了後に実行される Bourneシェルスクリプト名。終了
スクリプトがない場合、このフィールドにマイナス記号 (-)を指定す
る必要があります。終了スクリプトはすべて、JumpStartディレクト
リになければなりません。

終了スクリプトの作成方法の詳細は、『Solaris 10インストールガイ
ド (カスタム JumpStart/上級編)』の「終了スクリプトの作成」を参照
してください。

各ルールには、少なくとも次の要素を含める必要があります。

■ キーワード、値、および対応するプロファイル
■ beginおよび finishフィールド内のマイナス記号 (-) (開始および終了スクリプトが
指定されない場合)

▼ rulesファイルの作成方法
テキストエディタを使って、rulesという名前のテキストファイルを作成します。ま
たは、作成済みの JumpStartディレクトリからサンプル rulesファイルを開きます。

rulesファイル内で、Solarisソフトウェアをインストールするシステムのグループご
とにルールを追加します。

rulesファイルのキーワードと値の例については、47ページの「rulesファイルの
例」を参照してください。rulesファイルのキーワードと値の一覧については、
『Solaris 10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』の「ルールキーワード
と値の説明」を参照してください。

rulesファイルを JumpStartディレクトリに保存します。

rootが rulesファイルを所有していて、そのアクセス権が 644に設定されていること
を確認します。

rulesファイルの例
rulesファイルのルール例は、次のとおりです。各行には、ルールキーワードとその
キーワードに有効な値があります。

1

2

3

4
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JumpStartプログラムは、rulesファイルを上から下へ走査します。JumpStartプログ
ラムでルールのキーワードと値を既知のシステムと照合すると、profileフィールド
にリストされたプロファイルで指定されている Solarisソフトウェアがインストール
されます。

例 1–11 一般的な rulesファイル

# rule keywords and rule values begin script profile finish script

# ----------------------------- ------------ -------- -------------

hostname eng-1 - basic_prof -

network 192.168.255.255 && !model \

’SUNW,Sun-Blade-100’ - net_prof -

model SUNW,SPARCstation-LX - lx_prof complete

network 192.168.2.0 && karch i86pc setup x86_prof done

memsize 64-128 && arch i386 - prog_prof -

any - - generic_prof -

次に、この例で使用されている一部のキーワードと値について説明します。

hostname このルールは、システムのホスト名が eng-1の場合に一致します。
basic_profプロファイルは、ルールに一致するシステムに Solarisソフト
ウェアをインストールするために使用されます。

network このルールは、システムがサブネット 192.168.255.255上にあり、Sun
BladeTM 100 (SUNW,Sun-Blade-100)でない場合に一致します。net_profプ
ロファイルは、このルールに一致するシステムに Solarisソフトウェアを
インストールするために使用されます。

model このルールは、システムが SPARCstation® LXである場合に一致します。
lx_profプロファイルと complete終了スクリプトは、このルールに一致
するシステムに Solarisソフトウェアをインストールするために使用され
ます。

network このルールは、システムがサブネット 192.168.2.0上にあって、x86
ベースの sun4uシステムである場合に一致します。setup開始スクリプ
ト、x864u_profプロファイル、および done終了スクリプトは、この
ルールに一致するシステムに Solarisソフトウェアをインストールするた
めに使用されます。

memsize このルールは、システムが 64～ 128Mバイトのメモリーを持つ x86シス
テムである場合に一致します。prog_profプロファイルは、このルール
に一致するシステムに Solarisソフトウェアをインストールするために使
用されます。

any このルールは、上記のルールに一致しなかったすべてのシステムに一致
します。generic_profプロファイルは、このルールに一致するシステム
に Solarisソフトウェアをインストールするために使用されます。anyを
使用する場合は、この値を常に rulesファイルの最後のファイルとして

rulesファイルの作成
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例 1–11 一般的な rulesファイル (続き)

使用する必要があります。

rulesファイルの妥当性を検査する
rulesファイルとプロファイルは、checkスクリプトを実行して、これらのファイル
が正しく設定されていることを確認してからでないと使用できません。すべての
ルールとプロファイルが正しく設定されていれば、rules.okファイルが作成されま
す。カスタム JumpStartインストールソフトウェアは、このファイルを使ってシステ
ムとプロファイルを照合します。

checkスクリプトの動作を、次の表で説明します。

表 1–4 checkスクリプト機能

手順 説明

1 rulesファイルの構文が正しいかどうかがチェックされます。

checkは、ルールキーワードが正当かどうか、および各ルールに対して beginフィール
ド、 classフィールド、および finishフィールドが指定されているかどうかを確認しま
す。beginフィールドおよび finishフィールドは、ファイル名でなくマイナス記号 (-)
でも可能です。

2 rulesファイルにエラーがなければ、ルールに指定された各プロファイルの構文が正
しいかどうか検査されます。

3 エラーが見つからなければ、checkによって rulesファイルから rules.okファイルが
作成され、すべてのコメント行と空白行が削除され、ルールはすべて保持されて、
ファイルの末尾に次のコメント行が追加されます。

# version=2 checksum=num

▼ rulesファイルの妥当性を検査する方法
checkスクリプトは、Solaris SOFTWARE DVDまたは Solaris SOFTWARE 1 – CDの
Solaris_Solaris_version/Misc/jumpstart_sample ディレクトリにあります。

checkスクリプトが JumpStartディレクトリにあることを確認します。

注 – checkスクリプトは、Solaris 10 SOFTWARE DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CD
上の Solaris_Solaris_ version/Misc/jumpstart_sampleディレクトリにあります。

JumpStartディレクトリに移動します。

1

2
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checkスクリプトを実行して、rulesファイルの妥当性を検査します。
$ ./check -p path -r filename

-p path 使用しているシステムの checkスクリプトではなく Solaris 10ソフト
ウェアイメージの checkスクリプトを使用して、rulesの妥当性を検査
します。pathは、ローカルディスク上のイメージ、または Solaris DVD
または Solaris SOFTWARE - 1 CDにマウントされているイメージです。

このオプションを使用して、システムが前のバージョンの Solarisを実
行している場合に最新バージョンの checkを実行します。

-r filename 名前が rules以外の rulesファイル名を指定します。このオプション
を使用すると、rulesファイルに組み込む前にルールの妥当性を検査
できます。

checkスクリプトを実行すると、rulesファイルと各プロファイルの妥当性がレポー
トされます。エラーがレポートされない場合は、スクリプトによって次のように表
示されます。

The custom JumpStart configuration is ok

rootが rules.okファイルを所有していて、そのアクセス権が 644に設定されている
ことを確認します。

add_install_clientを実行してネットワークからインス
トールするシステムを追加する方法

インストールサーバーと、必要に応じてブートサーバーを作成したあと、ネット
ワークからインストールする各システムを設定する必要があります。次の手順を実
行して、add_install_clientコマンドを使ってネットワークからインストールを行
うようクライアントシステムを設定します。

このコマンドで使用できるオプションについての詳細は、add_install_client(1M)の
マニュアルページを参照してください。

▼ add_install_clientを実行してネットワークから
インストールするシステムを追加する方法
ブートサーバーを使用する場合、インストールサーバーのインストールイメージを
共有していること、および適切なサービスを起動していることを確認します。

3

4

始める前に
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15ページの「x86 CDメディアを使ってインストールサーバーを作成する方法」また
は 18ページの「x86 DVDメディアを使ってインストールサーバーを作成する方法」
を参照してください。

インストールする各システムは、次の各項目にアクセスできる必要があります。

■ インストールサーバー
■ ブートサーバー (必要な場合)
■ sysidcfgファイル (sysidcfgファイルを使用してシステム構成情報を事前設定す
る場合)

■ プロファイルサーバー上の JumpStartディレクトリにあるプロファイル (カスタム
JumpStartインストールを使用する場合)

インストールサーバーまたはブートサーバーで、スーパーユーザーになるか同等の
役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステム
管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくださ
い。

Solaris DVDイメージの Toolsディレクトリに移動します。
# cd /install-dir-path/Solaris_10/Tools

install-dir-path Toolsディレクトリのパスを指定します。

ネットワークからインストールできるよう、クライアントシステムを設定します。
# ./add_install_client -d -s install-server:install-dir_path -c jumpstart-server:jumpstart-dir-path -p sysid-server:path
-t boot-image-path -b "boot-property=value" -e ethernet-address client-name platform-group

-d クライアントがDHCPを使用してネット
ワークインストールパラメータを取得する
ことを指定します。-dだけを使用した場
合、add_install_clientコマンドは、同じク
ラスに属するクライアントシステム (たとえ
ばすべての x86ベースのクライアントマシ
ン)のインストール情報を設定します。特定
のクライアントのインストール情報を設定
する場合は、-dと -eオプションを併用しま
す。

PXEネットワークブートを使用してネット
ワークからシステムをブートするには、こ
のオプションを指定します。このオプ

1

2

3
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ションを指定すると、DHCPサーバーに作成
する必要のあるDHCPオプションの一覧が
出力されます。

DHCPを使用した特定のクラスのインストー
ルの詳細は、56ページの「Solarisインス
トールパラメータ用のDHCPオプションと
マクロの作成」を参照してください。

-s install-server:install-dir-path インストールサーバーの名前とパスを指定
します。

install-serverはインストールサーバーのホス
ト名で、install-dir-pathは Solaris DVDまたは
CDイメージへの絶対パスです。

-c jumpstart-server :jumpstart-dir-path カスタム JumpStartインストールの JumpStart
ディレクトリを指定します。jumpstart-server
には JumpStartディレクトリがあるサーバー
のホスト名を指定します。jumpstart-dir-path
は、JumpStartディレクトリへの絶対パスで
す。

-p sysid-server :path システムの構成情報を事前設定するための
sysidcfgファイルのパスを指定します。
sysid-serverは、このファイルを含むサーバー
の有効なホスト名または IPアドレスです。
pathは、sysidcfgファイルを含むディレク
トリへの絶対パスです。

-t boot-image-path Solaris OSネットインストールイメージ、
CD、またはDVDの Toolsディレクトリにあ
るイメージ以外のブートイメージを使用す
る場合は、代替ブートイメージへのパスを
指定します。

-b “boot-property= value” ネットワークからクライアントをブートす
るときに使用するブートプロパティー変数
の値を設定できます。-bオプションは、-e

オプションと組み合わせて使用する必要が
あります。

ブートプロパティーについては、eeprom(1M)

のマニュアルページを参照してください。

-e ethernet-address インストールするクライアントの Ethernetア
ドレスを指定します。このオプションを指

add_install_clientを実行してネットワークからインストールするシステムを追加する方法
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定すると、特定のクライアントが使用する
インストール情報 (クライアントのブート
ファイルなど)を設定できます。たとえば、
クライアントの Ethernetアドレスとして -e

00:07:e9:04:4a:bfと指定した場合、このコ
マンドによってブートファイル
010007E9044ABF.i86pcが /tftpbootディレク
トリに作成されます。

注 –以前のリリースでは、-eオプションに
よって接頭辞が nbp.のブートファイルが作
成されました。Solaris 10 1/06以降のリリース
では、ブートファイル名には nbp.接頭辞は
使用されません。ただし、Solaris 10 1/06以降
のリリースでは、接頭辞が nbp.の従来の
ブートファイルの使用がサポートされてい
ます。

DHCPを使用した特定のクライアントのイン
ストールの詳細は、56ページの「Solarisイ
ンストールパラメータ用のDHCPオプ
ションとマクロの作成」を参照してくださ
い。

client-name ネットワークからインストールするシステ
ムの名前を指定します。この名前はインス
トールサーバーのホスト名ではありませ
ん。

platform-group インストールするシステムのプラット
フォームグループを指定します。

DHCP使用時のインストールサーバーへのインストールクライアントの
追加: Solaris 10 1/06

次の例に、DHCPを使用してネットワーク上のインストールパラメータを設定して
いるときに、インストールサーバーにインストールクライアントを追加する方法を
示します。-dオプションを指定すると、クライアントのネットワークインストール
パラメータを構成する際に、DHCPプロトコルが使用されます。PXEネットワーク
ブートを実行するには、DHCPプロトコルを使用する必要があります。ここで使用
されている -sオプションは、クライアントが、rosemaryという名前のインストール
サーバーからインストールされることを示しています。このサーバーには、
/export/home/dvdx86に Solaris 10 1/06 DVDイメージがあります。

例1–12
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# cd /export/boot/dvdx86/Solaris_10/Tools

# ./add_install_client -d -s rosemary:/export/home/dvdx86 i86pc

DHCPを使用するときのインストールサーバーへの単一のインストール
クライアントの追加

次の例では、DHCPを使用してネットワークのインストールパラメータを設定して
いるときに、インストールクライアントをインストールサーバーに追加する方法を
説明します。-dオプションを指定すると、クライアントのネットワークインストー
ルパラメータを構成する際に、DHCPプロトコルが使用されます。PXEネットワー
クブートを実行するには、DHCPプロトコルを使用する必要があります。-eオプ
ションは、Ethernetアドレスが 00:07:e9:04:4a:bfであるクライアントでのみインス
トールが行われることを示します。-sオプションには、rosemaryという名前のイン
ストールサーバーからクライアントをインストールすることを指定します。この
サーバーには、/export/home/dvdx86にイメージがあります。

# cd /export/boot/dvdx86/Solaris_10/Tools

# ./add_install_client -d -e 00:07:e9:04:4a:bf -s rosemary:/export/home/dvdx86 i86pc

これらのコマンドにより、インストールクライアントとして、Ethernetアドレスが
00:07:e9:04:4a:bf であるクライアントが設定されます。ブートファイル
010007E9044ABF.i86pcがインストールサーバー上に作成されます。以前のリリースで
は、このブートファイルは nbp.010007E9044ABF.i86pcと命名されていました。

ネットワークインストール時に使用するシリアルコンソールの指定
(DVD)

次の例で、インストールクライアントをインストールサーバーに追加し、インス
トール時に使用するシリアルコンソールを指定する方法を示します。この例では、
インストールクライアントは次のように設定されます。

■ -dオプションが指定されているので、クライアントはDHCPを使用してインス
トールパラメータを設定します。

■ -eオプションが指定されているので、Ethernetアドレスが 00:07:e9:04:4a:bfと一
致するクライアントに対してのみ、インストールが行われます。

■ -bオプションが指定されているので、インストールプログラムは入出力デバイス
としてシリアルポート ttyaを使用します。

# cd /export/boot/dvdx86/Solaris_10/Tools

# ./add_install_client -d -e 00:07:e9:04:4a:bf -b "console=ttya" i86pc

-bオプションで使用可能なブートプロパティー変数と値の詳細は、eeprom(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

例1–13

例1–14
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Solaris OSインストール後の Serial Over LAN (SOL)接続の設定の詳細は、79ページ
の「Serial Over LAN接続を設定する方法」を参照してください。SOL接続は、リモー
トでのシステムの管理に使用します。

インストールの続行

DHCPサーバーを使用してネットワーク経由でクライアントをインストールする場
合は、DHCPサーバーを構成して、add_install_client -dコマンドの出力で一覧表
示されるオプションおよびマクロを作成します。ネットワークインストールをサ
ポートするようDHCPサーバーを構成する方法については、55ページの「DHCP
サービスによるシステム構成情報の事前設定 (作業マップ)」を参照してください。

DHCPサーバーを使用していない場合は、ローカルの Solaris OS DVDまたはCDから
システムをブートする必要があります。

add_install_clientコマンドの詳細は、install_scripts(1M)のマニュアルページを
参照してください。

DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定 (作業
マップ)

表 1–5 DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定:作業マップ

作業 説明 参照先

DHCPサーバーを構成
します。この作業は
省略可能です。

注 – PXEを使って
ネットワークからシ
ステムをインストー
ルする場合は、DHCP
サーバーを構成する
必要があります。

DHCPを使用してシステムの構成およびイン
ストールパラメータの設定を行う場合は、
DHCPサーバーを構成して、インストール方
法に適したオプションおよびマクロを作成し
ます。

『Solarisのシステム管理
(IPサービス)』の第 13
章「DHCPサービスの使用
計画 (手順)」およ
び『Solarisのシステム管理
(IPサービス)』の第 14
章「DHCPサービスの構成
(手順)」

dhtadmコマンドを使
用して、Solarisインス
トールをサポートす
るDHCPオプション
とマクロを作成する
スクリプトを記述し
ます。

DHCPサーバーを使用してDHCPクライアン
トをネットワークインストール場合は、
dhtadmコマンドを使用するスクリプトを作成
できます。このスクリプトを実行して作成す
るDHCPオプションとマクロは、Solaris OS
のインストールに必要な情報を渡すために使
用されます。

59ページの「dhtadmを使
用してオプションとマクロ
を作成するスクリプトの作
成」

参考

参照

DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定 (作業マップ)
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表 1–5 DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定:作業マップ (続き)
作業 説明 参照先

DHCPマネージャを使
用して、Solarisインス
トールをサポートす
るDHCPオプション
とマクロを作成しま
す。

DHCPサーバーを使用してDHCPクライアン
トをネットワークインストールする場合は、
DHCPマネージャを使ってオプションとマク
ロを作成できます。作成するDHCPオプ
ションとマクロは、Solaris OSのインストー
ルに必要な情報を渡すために使用されます。

61ページの「Solarisのイン
ストールをサポートするオ
プションを作成する方法
(DHCPマネージャ)」

62ページの「Solarisのイン
ストールをサポートするマ
クロを作成する方法
(DHCPマネージャ)」

DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定
動的ホスト構成プロトコル (DHCP)を使うと、TCP/IPネットワーク内にあるホスト
システムを、そのシステムの起動時に自動的に構成することができます。DHCPで
は、クライアント/サーバーメカニズムが使用されます。サーバーは、クライアント
の構成情報を格納、管理し、クライアントの要求の結果としてその構成情報を提供
します。構成情報には、クライアントの IPアドレスと、クライアントが使用可能な
ネットワークサービス情報が含まれます。

DHCPの主な利点は、リースを通して IPアドレス割り当てを管理できることです。
リースを使用すると、使用されていない IPアドレスを回収し、ほかのクライアント
に割り当て直すことができます。この機能によって、1つのサイトで使用する IPア
ドレスプールは、すべてのクライアントに常時アドレスを割り当てた場合に比べ
て、小さくなります。

ネットワーク上の特定のクライアントシステムに Solaris OSをインストールする際
に、DHCPを使用できます。この機能は、Solaris OSを実行するためのハードウェア
要件を満たすすべてのシステムで使用できます。

Solarisインストールパラメータ用のDHCPオプションと
マクロの作成

インストールサーバー上で add_install_client -dスクリプトを使ってクライアント
を追加する場合、このスクリプトは標準出力にDHCP構成情報を報告します。この
情報は、ネットワークインストール情報をクライアントに伝えるために必要なオプ
ションとマクロを作成する際に使用できます。DHCPオプションとマクロは、次の
いずれかの方法で作成できます。

DHCPサーバーを使用してDHCPクライアントをネットワークインストールする場
合は、DHCPオプションを作成して、Solaris OSのインストールに必要な情報を渡す
必要があります。DHCPサービス内のマクロをカスタマイズして、次の種類のイン
ストールを実行できます。

DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定
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これらのオプションとマクロは、次の方法で作成できます。

■ dhtadmコマンドを使ってオプションとマクロを作成するスクリプトを記述しま
す。59ページの「dhtadmを使用してオプションとマクロを作成するスクリプト
の作成」を参照してください。

■ DHCPマネージャを使ってオプションとマクロを作成します。61ページ
の「Solarisのインストールをサポートするオプションを作成する方法 (DHCPマ
ネージャ)」および 62ページの「Solarisのインストールをサポートするマクロを
作成する方法 (DHCPマネージャ)」を参照してください。

■ 特定のクラスのインストール – DHCPサービスに、特定のクラスのすべてのクラ
イアントのネットワークインストールを行うように指示できます。たとえば、
ネットワーク上のすべての Sun Bladeシステム上で同じインストールを実行するよ
うな DHCPマクロを定義できます。add_install_client -dスクリプトの出力を使
用して、特定のクラスのインストールを設定します。

■ 特定のネットワークのインストール - DHCPサービスに、特定のネットワークの
クライアントのネットワークインストールを行うように指示できます。たとえ
ば、192.168.2.1ネットワークのすべてのシステムに同じインストールを行うよ
う、DHCPマクロを定義できます。

■ 特定のクライアントのインストール– DHCPサービスに、特定の Ethernetアドレ
スのクライアントのネットワークインストールを行うように指示できます。たと
えば、Ethernetアドレス 00:07:e9:04:4a:bfのクライアント上でインストールを行
うような DHCPマクロを定義できます。add_install_client -d -e ethernet-address
コマンドの出力を使用して、特定のクライアントのインストールを設定します。

ネットワークインストールでDHCPサーバーを使用するようにクライアントを設定
する場合の詳細については、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の「DHCPサー
ビスを使用した Solarisネットワークインストールのサポート」を参照してくださ
い。

DHCPオプションの詳細については、『Solarisのシステム管理 (IPサービ
ス)』の「DHCPオプションを使用した作業 (作業マップ)」を参照してください。

システムの構成とインストールには、表 1–6に示されている標準DHCPオプション
を使用できます。これらのオプションはプラットフォーム固有のものではなく、さ
まざまな x86システムで Solaris OSをインストールするのに使用できます。DHCPを
使用してシステムに Solarisソフトウェアをインストールするには、これらのオプ
ションを使用します。標準オプションの完全な一覧については、dhcp_inittab(4)の
マニュアルページを参照してください。

Solarisインストールパラメータ用のDHCPオプションとマクロの作成
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表 1–6 標準的なDHCPオプションの値

オプション名 コード データ型
データの単位数
(Granularity) 最大値 説明

BootFile なし ASCII 1 1 クライアントのブートファイ
ルへのパス

BootSrvA なし IPアドレス 1 1 ブートサーバーの IPアドレ
ス

DNSdmain 15 ASCII 1 0 DNSドメイン名

DNSserv 6 IPアドレス 1 0 DNSネームサーバーの一覧

NISdmain 40 ASCII 1 0 NISドメイン名

NISservs 41 IPアドレス 1 0 NISサーバーの IPアドレス

NIS+dom 64 ASCII 1 0 NIS+ドメイン名

NIS+serv 65 IPアドレス 1 0 NIS+サーバーの IPアドレス

Router 3 IPアドレス 1 0 ネットワークルーターの IP
アドレス

オプションの作成が完了したら、それらのオプションを含むマクロを作成できま
す。Solarisクライアントインストールをサポートするために作成できるマクロの例
を、次の表に示します。

表 1–7 ネットワークインストールクライアントをサポートするマクロの例

マクロ名 含まれるオプションとマクロ

Solaris SrootIP4、SrootNM、SinstIP4、 SinstNM

i86pc Solarisマクロ、SrootPTH、SinstPTH、SbootFIL

PXEClient:Arch:

00000:UNDI:002001

BootSrvA、BootFile

xxx.xxx.xxx.xxxネットワークア
ドレスマクロ

BootSrvAオプションは既存のネットワークアドレスマクロに追加できます。BootSrvA

の値は tftbootサーバーを示します。

01client-MAC-addressクライアン
ト固有のマクロ (たとえば、
010007E9044ABF)

BootSrvA、BootFile

この表のマクロ名は、ネットワークからインストールされるクライアントの、ベン
ダークライアントクラスと一致します。これらの名前は、ネットワーク上にあるク
ライアントの例です。

Solarisインストールパラメータ用のDHCPオプションとマクロの作成
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特定のクライアントに提供されているベンダーオプションは、オプションコードや
長さの情報も含めて、合計のサイズが 255バイトを超えてはいけません。この制限
は、現在の Solaris DHCPプロトコルの実装によるものです。一般に、必要最小限の
ベンダー情報を伝える必要があります。パス名を必要とするオプションには、短い
パス名を使用してください。長いパス名に対してシンボリックリンクを作成する
と、短いリンク名を使用できます。

dhtadmを使用してオプションとマクロを作成する
スクリプトの作成
この節の例を使ってKornシェルスクリプトを作成し、記載されているすべてのオプ
ションとほかのいくつかの有用なマクロを作成できます。引用符に囲まれたすべて
の IPアドレスと値を、実際のネットワークの IPアドレス、サーバー名、およびパス
に変更してください。また、Vendor=キーを編集して、使用するクライアントのクラ
スを示してください。add_install_client -dの情報を使って、スクリプトを変更す
るために必要なデータを取得します。

例 1–15 IBM BladeCenterシステムへのネットワークインストールをサポートするサーバースク
リプトの例

#!/bin/sh

ImageDir="/export/home/sol10_18b"
JumpStartDir="/export/home/jumpstart"
DHCPDir="/export/home/dhcp"
DHCPNetwork="192.168.70.0"
SrvAdd="192.168.70.35"

# イメージディレクトリを共有します
share -F nfs -o ro,anon=0 $ImageDir

# Jumpstart ディレクトリを共有します
share -F nfs -o ro,anon=0 $JumpStartDir

dhcpconfig -D -r SUNWfiles -p $DHCPDir -l 84600 -h files

dhcpconfig -N $DHCPNetwork

echo "Adding vendor specific symbol table"
echo ""
dhtadm -A -s SrootIP4 -d ’Vendor=SUNW.i86pc,2,IP,1,1’

dhtadm -A -s SrootNM -d ’Vendor=SUNW.i86pc,3,ASCII,1,0’

dhtadm -A -s SrootPTH -d ’Vendor=SUNW.i86pc,4,ASCII,1,0’

dhtadm -A -s SinstIP4 -d ’Vendor=SUNW.i86pc,10,IP,1,1’

dhtadm -A -s SinstNM -d ’Vendor=SUNW.i86pc,11,ASCII,1,0’

Solarisインストールパラメータ用のDHCPオプションとマクロの作成
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例 1–15 IBM BladeCenterシステムへのネットワークインストールをサポートするサーバースク
リプトの例 (続き)

dhtadm -A -s SinstPTH -d ’Vendor=SUNW.i86pc,12,ASCII,1,0’

dhtadm -A -s SsysidCF -d ’Vendor=SUNW.i86pc,13,ASCII,1,0’

dhtadm -A -s SjumpsCF -d ’Vendor=SUNW.i86pc,14,ASCII,1,0’

dhtadm -A -s SbootURI -d ’Vendor=SUNW.i86pc,16,ASCII,1,0’

echo "Adding PXE info"
echo ""
dhtadm -A -m PXEClient:Arch:00000:UNDI:002001 -d (コマンドは次の行に続く)

’:BootFile="pxegrub.I86PC.Solaris_10-1":BootSrvA=192.168.70.35:’

例 1–16 ネットワークインストールをサポートするクライアントスクリプトの例

#!/bin/sh

echo "Add install client"
echo ""
cd /export/home/sol10_18b/Solaris_10/Tools

./add_install_client -d -e 0:11:25:9b:9c:98 i86pc

echo "Creating client ID and association of macros"
echo ""
dhtadm -A -m 010011259B9C98 -d ’:SinstPTH="/export/home/sol10_18b":’
dhtadm -M -m 010011259B9C98 -e ’SrootPTH="/export/home/sol10_18b/Solaris_10/Tools/Boot"’
dhtadm -M -m 010011259B9C98 -e ’SrootNM="sun10hw1"’
dhtadm -M -m 010011259B9C98 -e ’SrootIP4=192.168.70.35’

dhtadm -M -m 010011259B9C98 -e ’SinstIP4=192.168.70.35’

dhtadm -M -m 010011259B9C98 -e ’SinstNM="sun10hw1"’
dhtadm -M -m 010011259B9C98 -e ’BootSrvA=192.168.70.35’

dhtadm -M -m 010011259B9C98 -e ’SbootURI=tftp://192.168.70.35/inetboot.I86PC.Solaris_10-1’

dhtadm -M -m 010011259B9C98 -e ’SjumpsCF=192.168.70.35:/export/home/sol10_18b’

dhtadm -M -m 010011259B9C98 -e ’SsysidCF=192.168.70.35:/export/home/sol10_18b’

pntadm -A 192.168.70.44 -c sunblade1 -f PERMANENT -m (コマンドは次の行に続く)

010011259B9C98 -h sunblade1 -i 010011259B9C98 -s 192.168.70.35 192.168.70.0

スーパーユーザーになり、dhtadmコマンドをバッチモードで実行します。オプ
ションとマクロを dhcptabに追加するためのスクリプトの名前を指定します。たとえ
ば、スクリプトの名前が netinstalloptionsの場合、次のコマンドを入力することに
なります。

# dhtadm -B netinstalloptions

Solarisインストールパラメータ用のDHCPオプションとマクロの作成
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Vendor=文字列に指定されているベンダークライアントクラスを持つクライアント
が、DHCPを使ってネットワーク経由でインストールできるようになります。

dhtadmコマンドの使用方法の詳細については、dhtadm(1M)のマニュアルページを参
照してください。dhcptabファイルの詳細は、dhcptab(4)のマニュアルページを参照
してください。

DHCPマネージャを使用したインストールオプ
ションとマクロの作成
この節では、DHCPマネージャを使用してインストールオプションおよびマクロを
作成する、2つの手順を説明します。最初の手順では、DHCPマネージャを使ってイ
ンストールオプションを作成する方法を説明します。2つめの手順では、DHCPマ
ネージャを使ってインストールマクロを作成する方法を説明します。

▼ Solarisのインストールをサポートするオプションを作成する方法
(DHCPマネージャ)
インストール用のDHCPオプションを作成する前に、次の作業を実行してくださ
い。

■ ネットワークインストールサーバーのインストールクライアントとして、DHCP
を使用してインストールするクライアントを追加します。詳細は、50ページ
の「add_install_clientを実行してネットワークからインストールするシステム
を追加する方法」を参照してください。

■ DHCPサーバーがまだ構成されていない場合は、構成します。詳細は、『Solaris
のシステム管理 (IPサービス)』の「DHCPサーバーの構成と構成解除 (DHCPマ
ネージャ)」および『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の「DHCPサーバーの
構成と構成解除 (dhcpconfigコマンド)」を参照してください。

DHCPサーバーで、スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。
役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステム
管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくださ
い。

DHCPマネージャを起動します。
# /usr/sadm/admin/bin/dhcpmgr &

「DHCPマネージャ (DHCP Manager)」ウィンドウが表示されます。

「オプション (Options)」タブを選択します。

「編集 (Edit)」メニューから「作成 (Create)」を選択します。
「オプションの作成 (Create Option)」ダイアログボックスが開きます。

始める前に
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最初のオプションのオプション名を入力し、そのオプションに値を入力します。

add_install_client コマンドの出力と、この節の表にある、作成する必要があるオ
プションのオプション名と値をチェックするための情報を使用します。ベンダーク
ライアントクラスは推奨値に過ぎないことに注意してください。表 1–7を参照して
ください。DHCPサービスから Solarisインストールパラメータを取得する必要があ
る、実際のクライアントのタイプを示すクラスを作成します。クライアントのベン
ダークライアントクラスを調べる方法については、『Solarisのシステム管理 (IPサー
ビス)』の「DHCPオプションを使用した作業 (作業マップ)」を参照してください。

すべての値を入力したら、「了解 (OK)」をクリックします。

「オプション (Options)」タブで、今作成したオプションを選択します。

「編集 (Edit)」メニューから「複製 (Duplicate)」を選択します。
「オプションの複製 (Duplicate Option)」ダイアログボックスが開きます。

別のオプションの名前を入力し、その他の値を適宜変更します。

コード、データ型、データの単位数、最大値は通常は変更する必要があります。
表 1–6を参照してください。

すべてのオプションを作成するまで、手順 7から手順 9を繰り返してください。
次の手順の説明に従って、ネットワークインストールクライアントにオプションを
渡すマクロを作成できます。

注 –これらのオプションはすでに Solarisクライアントの /etc/dhcp/inittabファイル
に含まれているので、あらためて追加する必要はありません。

▼ Solarisのインストールをサポートするマクロを作成する方法
(DHCPマネージャ)
インストール用のDHCPマクロを作成する前に、次の作業を実行してください。

■ ネットワークインストールサーバーのインストールクライアントとして、DHCP
を使用してインストールするクライアントを追加します。詳細は、50ページ
の「add_install_clientを実行してネットワークからインストールするシステム
を追加する方法」を参照してください。

■ DHCPサーバーがまだ構成されていない場合は、構成します。詳細は、『Solaris
のシステム管理 (IPサービス)』の「DHCPサーバーの構成と構成解除 (DHCPマ
ネージャ)」および『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の「DHCPサーバーの
構成と構成解除 (dhcpconfigコマンド)」を参照してください。

■ マクロに使用するDHCPオプションを作成します。56ページの「Solarisインス
トールパラメータ用のDHCPオプションとマクロの作成」を参照してください。
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DHCPサーバーで、スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。
役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステム
管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくださ
い。

DHCPマネージャを起動します。
# /usr/sadm/admin/bin/dhcpmgr &

「DHCPマネージャ (DHCP Manager)」ウィンドウが表示されます。

「マクロ (Macros)」タブを選択します。

「編集 (Edit)」メニューから「作成 (Create)」を選択します。
「マクロの作成 (Create Macro)」ダイアログボックスが開きます。

マクロの名前を入力します。

「選択 (Select)」ボタンをクリックします。
「オプションの選択 (Select Option)」ダイアログボックスが開きます。

「カテゴリ (Category)」リストで「ベンダー (Vendor)」を選択します。
前に作成した「ベンダー (Vendor)」オプションがリストされます。

マクロに追加するオプションを選択して、「了解 (OK)」をクリックします。

オプションの値を入力します。

このオプションのデータタイプを 56ページの「Solarisインストールパラメータ用の
DHCPオプションとマクロの作成」で確認し、add_install_client -dによってレ
ポートされる情報を参照してください。

指定するオプションごとに、手順 6と 7を繰り返します。
別のマクロを追加するには、オプション名に Includeと入力し、オプション値にその
マクロ名を入力します。

マクロが完成したら、「了解 (OK)」をクリックします。
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Solaris OSのブートとインストール (作業マップ)
次の表で、システムをネットワークからブートする作業と、CDまたはDVDメ
ディアを使って Solaris OSのスタンドアロンインストールを行う手順を示します。

表 1–8 Solarisオペレーティングシステムのブートとインストール:作業マップ

作業 説明 参照先

ネットワークを介し
てクライアントシス
テムをブートしま
す。

ネットワークからシステムをブートして、イ
ンストールを開始します。

65ページの「ネットワー
ク経由でクライアントを
ブートする方法」

CDまたはDVDメ
ディアを使って、ス
タンドアロンシステ
ムに Solaris OSをイン
ストールします。

Solarisインストールプログラムを使用して、
スタンドアロンシステムに Solaris OSの初期イ
ンストールを実行できます。

70ページの「IBM
BladeCenterサーバーに
Solarisインストールプロ
グラムを使用してインス
トールする方法 (スタンド
アロン)」

Serial Over LAN接続を
設定して、サーバー
をリモートで管理し
ます。

注 –これは、Solaris OS
インストールの完了
後に実行する、省略
可能な手順です。

システムをリモートで管理するには、最初に
Serial Over LAN接続を設定する必要がありま
す。この接続によって、遠隔地からサーバー
を管理するために必要なテキストコンソール
コマンドプロンプトにアクセスできるように
なります。

79ページの「Serial Over
LAN接続を設定する方
法」

ネットワークからのシステムのブートとインストール
この節では、PXEを使用してネットワークからシステムをブートし Solaris OSをイン
ストールする方法について説明します。

Solaris 10 1/06以降のリリースから、x86ベースのシステムの Solaris OSにオープン
ソースのGNU GRand Unified Bootloader (GRUB)が実装されています。GRUBは、
カーネルモジュールおよび構成ファイルが含まれているブートアーカイブをシステ
ムのメモリーに読み込む役割を果たします。Solarisカーネルは、メモリー内ブート
アーカイブの内容に基づいて起動します。そのあと、カーネルが Solarisインストー
ルプログラムを起動します。もっとも注目すべき変更点は、Device Configuration
Assistant (デバイス構成用補助)がGRUBメニューに置き換えられた点です。システム
をブートすると、GRUBメニューが表示されます。このメニューから、上下矢印
キーを使用してインストールするOSインスタンスを選択できます。選択しない場合
は、デフォルトのOSインスタンスがブートされインストールされます。
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この機能のため、Solaris OSのブートとインストールには、システムに少なくとも
256MバイトのRAMが必要です。

注 –一部のバージョンのPXEファームウェアでは、Solaris OSをブートすることがで
きません。これらのバージョンを搭載したシステムでは、PXEネットワークブート
ストラッププログラムをブートサーバーから読み込むことはできても、ブートスト
ラップがパケットを転送しません。この問題を回避するには、ネットワークアダプ
タの PXEファームウェアをアップグレードしてください。ファームウェアのアップ
グレードに関する情報は、アダプタの製造業者のWebサイトから入手してくださ
い。詳細は、elxl(7D)および iprb(7D)のマニュアルページを参照してください。

▼ ネットワーク経由でクライアントをブートする方
法
ネットワーク経由でシステムをインストールするには、ネットワーク経由でブート
するようにクライアントシステムに指示する必要があります。システム BIOSまたは
ネットワークアダプタ BIOSのどちらか一方、またはその両方の BIOS設定プログラ
ムを使うことによって、クライアントシステム上でネットワークブートを使用でき
るようにします。いくつかのシステムでは、ほかのデバイスからのブートよりも先
にネットワークブートが実行されるように、ブートデバイスの優先順位を調整する
必要があります。各設定プログラムに関しては、製造業者のマニュアルを参照する
か、またはブート中に表示される設定プログラムの指示を参照してください。

注 – Solaris 10 1/06 OS以降では、x86ベースのシステムでGRUBベースのブートが実装
されています。この手順には、GRUBを使用してネットワーク経由でクライアント
をブートする際の情報が含まれています。もっとも注目すべき変更点は、システム
のブート時のDevice Configuration Assistant (デバイス構成用補助)がGRUBメニューに
置き換えられた点です。GRUBの詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』の第 11
章「GRUBベースのブート (手順)」を参照してください。

この手順では、次の作業が完了していることを前提としています。

■ インストールサーバーを設定する。CDまたはDVDメディアからインストール
サーバーを作成する手順については、15ページの「x86 CDメディアを使ってイン
ストールサーバーを作成する方法」または 18ページの「x86 DVDメディアを
使ってインストールサーバーを作成する方法」を参照してください。

■ 必要に応じて、ブートサーバーまたはDHCPサーバーを設定する。インストール
対象であるシステムがインストールサーバーとは異なるサブネット上にある場合
は、ブートサーバーを設定するか、DHCPサーバーを使用する必要があります。

始める前に

ネットワークからのシステムのブートとインストール

第 1章 • IBM BladeCenterサーバーへの Solarisオペレーティングシステムのインストール (作業) 65



ネットワークインストールをサポートするようにDHCPサーバーを設定する方法
については、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』のパート III「DHCP」を参
照してください。

■ インストールを実行するために必要な情報の収集または事前構成を行う。この作
業は、次の方法のいずれか 1つ、あるいは両方を組み合わせて実行できます。
■ sysidcfgファイルを作成する (sysidcfgファイルを使用してシステム構成情報
を事前設定する場合)。sysidcfgファイルの作成方法については、22ページ
の「sysidcfgファイルによる事前設定」を参照してください。

■ プロファイルサーバー上の JumpStartディレクトリにプロファイルを作成する
(カスタム JumpStartインストールを使用する場合)。35ページの「JumpStart
ディレクトリをサーバー上に作成する方法」を参照してください。

システムの電源を入れます。

適切な組み合わせでキーを押して、システムBIOSに入ります。

PXE対応ネットワークアダプタの中には、ブート時にしばらく表示されるプロンプ
トに対して特定のキーを押すと、PXEブートを実行する機能を持つものがありま
す。

ネットワークからブートするようにシステムBIOSで指定します。

ブートの優先順位を BIOSで設定する方法については、ハードウェアのマニュアルを
参照してください。

BIOSを終了します。

システムがネットワークからブートします。GRUBメニューが表示されます。

注 –使用しているネットワークインストールサーバーの構成によっては、システムに
表示されるGRUBメニューが次の例と異なる場合があります。

GNU GRUB version 0.95 (631K lower / 2095488K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------------+

| Solaris 11 /sol_11_x86 |

| |

| |

+-------------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the

commands before booting, or ’c’ for a command-line.
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適切なインストールオプションを選択します。

■ ネットワーク経由で Solaris OSをインストールするには、メニューから適切な
Solarisエントリを選択して Enterキーを押します。
15ページの「x86 CDメディアを使ってインストールサーバーを作成する方法」ま
たは 18ページの「x86 DVDメディアを使ってインストールサーバーを作成する方
法」で設定したネットワークインストールサーバーからインストールする場合
は、このエントリを選択します。

■ 特定のブート引数を指定してネットワーク経由で Solaris OSをインストールする場
合は、次の手順に従います。

インストール中にデバイス構成を変更する場合は、50ページ
の「add_install_clientを実行してネットワークからインストールするシステム
を追加する方法」に説明されているように add_install_clientコマンドを使用し
てあらかじめブート引数を設定していないと、特定のブート引数の設定が必要に
なる場合があります。

a. GRUBメニューで、編集するインストールオプションを選択してから、eキー
を押します。

b. ブートコマンドを編集して、使用するブート引数またはオプションを追加しま
す。

GRUB編集メニューでは、次のコマンド構文を使用します。
grub edit>kernel /image-directory/multiboot[kernel-name] install

[url|ask] [-B prop=value[,prop=value]...] install_media=media-type

たとえば、次のように指定します。

kernel /I86pc.Solaris_11/multiboot kernel/unix -B install_media=192.168.2.1:/export/sol_10.1_x86/boot

module /platform/i86pc/boot_archive

kernel-name ブートするカーネルを指定します。

-a 構成情報の入力を求めるプロンプトを表示しま
す。

-s システムをシングルユーザーモードでブートし
ます。

-r 再構成用ブートを指定します。接続されている
すべてのハードウェアデバイスを検索してか
ら、実際に見つかったデバイスだけに、ファイ
ルシステムのノードを割り当てます。

-v 詳細メッセージを有効にした状態でシステムを
ブートします。

5
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-x クラスタモードではブートしません。

-k カーネルデバッガを有効にした状態でシステム
をブートします。

-m smf-options サービス管理機能 (Service Management Facility、
SMF)のブート動作を制御します。復元オプ
ションとメッセージオプションという、2種類
のオプションがあります。

-i altinit 代替実行可能ファイルを原始プロセスとして指
定します。 altinitは実行可能ファイルへの有
効なパスです。

-B prop=value[,prop=value]... マルチブートプログラムによって構文解析され
ます。構文解析後、引数はプロパティーに変換
されます。

c. Escを押してGRUBメニューに戻ります。
GRUBメニューが表示されます。

d. インストールを開始するには、GRUBメニューに bと入力します。

Solarisインストールプログラムによって、デフォルトのブートディスクがシステム
のインストール要件を満たしているか検査されます。プログラムがシステム構成を
検出できない場合は、不足している情報の入力を求めるプロンプトが表示されま
す。

検査が完了すると、インストールの選択画面が表示されます。

インストールの種類を選択します。

インストールの選択画面には、次のオプションが表示されます。
Select the type of installation you want to perform:

1 Solaris Interactive

2 Custom JumpStart

3 Solaris Interactive Text (Desktop session)

4 Solaris Interactive Text (Console session)

5 Apply driver updates

6 Single user shell

Enter the number of your choice followed by the <ENTER> key.

Alternatively, enter custom boot arguments directly.

If you wait 30 seconds without typing anything,

6
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an interactive installation will be started.

■ Solaris OSをインストールするには、次のいずれかの操作を行います。

■ Solaris対話式インストールGUIを使ってインストールするには、1を入力し、
Enterキーを押します。

■ デスクトップセッションの対話式テキストインストーラを使ってインストール
するには、3を入力し、Enterキーを押します。
このインストールの種類を選択すると、デフォルトのGUIインストーラを無
効にしてテキストインストーラを実行します。

■ コンソールセッションの対話式テキストインストーラを使ってインストールす
るには、4を入力し、Enterキーを押します。
このインストールの種類を選択すると、デフォルトのGUIインストーラを無
効にしてテキストインストーラを実行します。

無人のカスタム JumpStartインストール (オプションの 2)を実行する場合は、
『Solaris 10インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』の詳しい手順を参
照してください。

システムでデバイスとインタフェースが構成され、構成ファイルが検索されま
す。kdmconfigユーティリティーでは、システムのキーボード、ディスプレイ、
およびマウスの構成に必要なドライバが検出されます。インストールプログラム
が開始します。手順 7に進んでインストールを続行してください。

■ インストールする前にシステム管理作業を実行する必要がある場合は、次のいず
れかのオプションから選択します。

■ ドライバを更新するか、インストール時更新 (ITU)をインストールする場合
は、更新するためのメディアを挿入して 5を入力し、Enterキーを押します。
使用するシステム上で Solaris OSを実行するために、ドライバの更新または
ITUのインストールが必要になる場合があります。ドライバの更新または ITU
のインストールを行う手順に従ってください。

■ システム管理作業を実行する場合は、6を入力してから、Enterキーを押しま
す。

ソフトウェアをインストールする前にシステム管理作業を実行する必要がある
場合には、シングルユーザーシェルを起動します。インストールする前に実行
できるシステム管理作業については、『Solarisのシステム管理 (基本編)』を参
照してください。
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これらのシステム管理作業が完了すると、前の手順で表示されたインストールオ
プションのリストが表示されます。インストールを続行する場合は、適切なオプ
ションを選択してください。

システム構成の質問に答えます。

■ すべてのシステム情報が事前設定されている場合は、構成情報の指定は求められ
ません。詳細は、22ページの「sysidcfgファイルによる事前設定」を参照してく
ださい。

インストールGUIを使用している場合は、システム構成情報の確認が終わると、
「ようこそ (Welcome)」画面が表示されます。

システムがネットワーク経由でブートし、インストールされたら、次回以降は
ディスクドライブからブートするようにシステムに指示します。

次の手順

使用するマシンに複数のオペレーティングシステムをインストールしようとする場
合、ブートするためには、それらのオペレーティングシステムをGRUBブートロー
ダーに認識させる必要があります。詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の「GRUBベースのブート (概要)」を参照してください。

IBM BladeCenterサーバーへの Solarisインストールプログ
ラムを使用したインストールの実行 (スタンドアロン)

Solarisインストールプログラムを使用して、Solaris OSをインストールすることがで
きます。この節では、Solaris OSをインストールするために必要な作業を説明し、
Solaris OSをCDまたはDVDメディアからスタンドアロンシステムにインストールす
る手順について詳しく説明します。

▼ IBM BladeCenterサーバーに Solarisインストールプ
ログラムを使用してインストールする方法 (スタ
ンドアロン)
この手順では、CDまたはDVDメディアからスタンドアロンシステムをインストー
ルする方法について説明します。Solaris 10 1/06以降のリリースでは、x86ベースのシ
ステムの SolarisインストールプログラムはGRUBブートローダーを使用します。

インストールを開始する前に、次の作業を行なってください。

7

8

参考

始める前に
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■ 次のメディアが手元にあるか確認します。
■ DVDからインストールする場合、インストールする Solarisリリースの Solaris

Operating System DVD (x86版)を使用します。
■ CDメディアからインストールする場合は、次のCDを使用してください。

■ Solaris SOFTWARE CD。
■ Solaris Languages CD (x86版) –特定の地域の言語をサポートする必要がある
場合は、インストールプログラムによってこのCDが求められます。

■ システムの BIOSをチェックし、CDまたはDVDメディアからブートできること
を確認します。

■ 使用するハードウェアに Solaris OSをインストールするために必要なインストー
ル時更新 (ITU)やドライバをすべて入手します。ITUや追加のドライバが必要か
どうかを調べるには、ハードウェアのマニュアルを参照してください。

注 – Solaris 10 11/06 OSを IBM BladeCenter LS21サーバーにインストールする場合
は、第 3章で、新しいインストールイメージ作成時のトラブルシューティングに
関する重要な情報を確認してください。

■ システムが次の最小要件を満たしていることを確認します。
■ メモリー – 256Mバイト以上
■ ディスク容量 - 6.7Gバイト以上
■ プロセッサ速度 - 120 MHz以上。ハードウェアによる浮動小数点サポートが必
要です

米国 Sun Microsystems, Inc.以外で製造されたシステムに Solaris OSをインストール
する場合は、インストールを開始する前に、Solaris Hardware Compatibility List
(http://www.sun.com/bigadmin/hcl)を確認してください。

■ Solaris OSのインストールに必要な情報を収集します。
■ ネットワークに接続されていないシステムの場合は、次の情報を収集します。

■ インストールするシステムのホスト名
■ システムで使用する予定の言語とロケール

■ ネットワークに接続されたシステムの場合は、次の情報を収集します。
■ インストールするシステムのホスト名
■ システムで使用する予定の言語とロケール
■ ホスト IPアドレス
■ サブネットマスク
■ ドメイン名
■ root (スーパーユーザー)パスワード
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■ (省略可能)既存のデータやアプリケーションを保存するには、システムのバック
アップをとります。

適切なメディアをシステムに挿入します。

Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE – 1 CDからブートする場合
は、該当するディスクを挿入します。この場合、システムの BIOSがDVDまたはCD
からのブートをサポートしている必要があります。BIOSの設定方法については、
ハードウェアのマニュアルを参照してください。

システムを停止して電源を切ってから再度電源を入れて、システムをブートしま
す。

CDまたはDVDからブートするようにBIOSを手動で設定する必要がある場合には、適
切なキーシーケンスを入力してシステムのブート処理を中断します。

BIOSでブート優先順位を変更し、BIOSを終了してインストールプログラムに戻りま
す。

メモリーテストとハードウェア検出が実行され、画面が再表示され、GRUBメ
ニューが表示されます。
GNU GRUB version 0.95 (631K lower / 2095488K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------------+

| Solaris |

| Solaris Serial Console ttya |

| Solaris Serial Console ttyb (for lx50, v60x and v65x) |

| |

+-------------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted.

Press enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the

commands before booting, or ’c’ for a command-line.

適切なインストールオプションを選択します。

■ 現在のシステムにCDまたはDVDから Solaris OSをインストールする場合は、
「Solaris」を選択して Enterキーを押します。
デフォルト値を使用してシステムをインストールする場合は、このオプションを
選択します。

■ インストールする Solaris OSの画面出力をシリアルコンソール ttya (COM1)に送信す
る場合は、「ttya」を選択します。
システムディスプレイをシリアルポートCOM1に接続されたデバイスに変更する
場合は、このオプションを選択します。

1

2

3

4
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■ インストールする Solaris OSの画面出力をシリアルコンソール ttyb (COM2)に送信す
る場合は、「ttyb」を選択します。
システムディスプレイをシリアルポートCOM2に接続されたデバイスに変更する
場合は、このオプションを選択します。

■ ブート引数を指定して Solaris OSをインストールする場合は、次の手順に従ってく
ださい。

インストール時にシステム構成をカスタマイズする場合は、ブート引数を使用し
ます。

a. GRUBメニューで、編集するインストールオプションを選択してから、eを押
して選択を編集します。

GRUBメニューに、次のようなブートコマンドが表示されます。
kernel /boot/multiboot kernel/unix -B install_media=cdrom

module /boot/x86.miniroot

b. ブートコマンドを編集して、使用するブート引数またはオプションを追加しま
す。

GRUB編集メニューでは、次のコマンド構文を使用します。
grub edit>kernel /boot/multiboot kernel/unix/install

[url|ask] -B options install_media=media-type

kernel-name ブートするカーネルを指定します。

-a 構成情報の入力を求めるプロンプトを表示しま
す。

-s システムをシングルユーザーモードでブートし
ます。

-r 再構成用ブートを指定します。接続されている
すべてのハードウェアデバイスを検索してか
ら、実際に見つかったデバイスだけに、ファイ
ルシステムのノードを割り当てます。

-v 詳細メッセージを有効にした状態でシステムを
ブートします。

-x クラスタモードではブートしません。

-k カーネルデバッガを有効にした状態でシステム
をブートします。

-m smf-options サービス管理機能 (Service Management Facility、
SMF)のブート動作を制御します。復元オプ
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ションとメッセージオプションという、2種類
のオプションがあります。

-i altinit 代替実行可能ファイルを原始プロセスとして指
定します。 altinitは実行可能ファイルへの有
効なパスです。

-B prop=value[,prop=value]... マルチブートプログラムによって構文解析され
ます。構文解析後、引数はプロパティーに変換
されます。

c. Escを押してGRUBメニューに戻ります。
GRUBメニューが表示されます。

d. インストールを開始するには、GRUBメニューに bと入力します。

Solarisインストールプログラムによって、デフォルトのブートディスクがシステム
のインストール要件を満たしているか検査されます。Solarisインストールプログラ
ムがシステム構成を検出できない場合は、不足している情報の入力を求めるプロン
プトが表示されます。

検査が完了すると、インストールの選択画面が表示されます。

インストールの種類を選択します。

インストールの選択画面には、次のオプションが表示されます。
Select the type of installation you want to perform:

1 Solaris Interactive

2 Custom JumpStart

3 Solaris Interactive Text (Desktop session)

4 Solaris Interactive Text (Console session)

5 Apply driver updates

6 Single user shell

Enter the number of your choice followed by the <ENTER> key.

Alternatively, enter custom boot arguments directly.

If you wait 30 seconds without typing anything,

an interactive installation will be started.

注 –インストール選択画面の情報は、インストールする Solaris 10 OSのバージョンに
より、多少異なる場合があります。

5
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■ Solaris OSをインストールするには、次のいずれかの操作を行います。

■ Solaris対話式インストールGUIでインストールするには、1を入力し、Enter
キーを押します。

■ デスクトップセッションの対話式テキストインストーラを使ってインストール
するには、3を入力し、Enterキーを押します。
このインストールの種類を選択すると、デフォルトのGUIインストーラを無
効にしてテキストインストーラを実行します。

■ コンソールセッションの対話式テキストインストーラを使ってインストールす
るには、4を入力し、Enterキーを押します。
このインストールの種類を選択すると、デフォルトのGUIインストーラを無
効にしてテキストインストーラを実行します。

システムでデバイスとインタフェースが構成され、構成ファイルが検索されま
す。kdmconfigユーティリティーでは、システムのキーボード、ディスプレイ、
およびマウスの構成に必要なドライバが検出されます。インストールプログラム
が開始します。手順 6に進んでインストールを続行してください。

■ インストールする前にシステム管理作業を実行する必要がある場合は、次のいず
れかのオプションから選択します。

■ ドライバを更新するか、インストール時更新 (ITU)をインストールする場合
は、更新するためのメディアを挿入して 5を入力し、Enterキーを押します。
使用するシステム上で Solaris OSを実行するために、ドライバの更新または
ITUのインストールが必要になる場合があります。ドライバの更新または ITU
のインストールを行う手順に従ってください。

■ システム管理作業を実行する場合は、6を入力してから、Enterキーを押しま
す。

これらのシステム管理作業が完了すると、前の手順で表示されたインストールオ
プションのリストが表示されます。インストールを続行する場合は、適切なオプ
ションを選択してください。

構成設定を変更する必要があるかどうかを判断します。

kdmconfigユーティリティーは、システムのビデオドライバを検出できないと
640x480 VGAドライバを選択します。640x480 VGAドライバでは、Solarisインストー
ルGUIを表示できません。その結果、Solarisインストールのテキストインストーラ

6
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が表示されます。SolarisインストールGUIを使用するには、kdmconfigユーティリ
ティーを使って、使用するシステムに適切なビデオドライバを選択する必要があり
ます。

■ 設定を変更する必要がない場合は、「Window System Configuration for Installation」
画面をタイムアウトにします。手順 7に進んでください。

■ 設定を変更する必要がある場合は、次の手順に従ってください。

a. Escキーを押します。

注 –インストールを中断してデバイスの設定を変更するには、5秒以内にEsc
キーを押す必要があります。

「kdmconfig – Introduction」画面が表示されます。

b. 「kdmconfig – View and Edit Window System Configuration」画面の構成情報を確認
し、編集する必要のあるデバイスを判断します。

c. 変更するデバイスを選択し、「F2_継続」を押します。

d. デバイスに適したドライバを選択し、「F2_継続」を押します。

e. 変更するデバイスごとに、手順 cから手順dを繰り返します。

f. 構成情報の確認が終わったら、「No changes needed – Test/Save and Exit」を選択
し、「F2_継続」を押します。
「kdmconfig Window System Configuration Test」画面が表示されます。

g. 「F2_継続」を押します。
画面が再表示され、「kdmconfig Window System Configuration Test palette and
pattern」画面が表示されます。

h. ポインタを移動でき、パレット上に示されている色が正しく表示されているこ
とを確認します。

■ 色が正しく表示されていない場合は、「No」をクリックします。可能な場
合、キーボードのいずれかのキーを押すか、「kdmconfigWindow System
Configuration Test」画面が自動的に終了するのを待ちます。色が正確に表示
され、ポインタを思いどおりに移動できるようになるまで、手順bから手
順hを繰り返します。

■ 一連の色が正しく表示されている場合は、「Yes」をクリックします。
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数秒後に「Select a Language」(言語選択)画面が表示されます。

インストールで使用する言語を選択し、Enterキーを押します。
数秒後に「Solarisインストールプログラム」画面が表示されます。

■ Solaris GUIインストールプログラムを実行する場合は、Solaris GUIインストール
プログラムの「ようこそ (Welcome)」画面が表示されます。

■ Solarisテキストインストーラをデスクトップセッションで実行する場合は、
Solarisテキストインストールプログラムの「ようこそ (Welcome)」画面が表示さ
れます。

「次へ」をクリックしてインストールを開始します。構成に関する残りの質問が表
示される場合は、それらに答えます。

■ すべてのシステム情報が事前設定されている場合は、構成情報の指定は求められ
ません。

■ すべてのシステム情報が事前設定されている場合以外は、インストールプログラ
ムの以降のいくつかの画面でこの情報の指定が求められます。

構成の質問に答え終わると、「ようこそ」画面が表示されます。

システムのリブートとディスクの取り出しを自動的に行うかどうかを決定します。
「次へ (Next)」をクリックします。
「媒体の指定 (Specify Media)」画面が表示されます。

インストールに使用するメディアを指定します。「次へ (Next)」をクリックします。

初期インストールを実行するかどうかを決定します。「次へ (Next)」をクリックしま
す。

実行するインストールの種類を選択します。「次へ (Next)」をクリックします。

■ 全体ディストリビューションをインストールするには、「デフォルトインストー
ル」を選択します。

■ 次のいずれかの作業を行うには、「カスタムインストール」を選択します。

■ 特定のソフトウェアグループをインストールする。
■ 追加ソフトウェアをインストールする。
■ 特定のソフトウェアパッケージをインストールする。
■ 特定のロケールをインストールする。
■ ディスク配置をカスタマイズする。
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注 –テキストインストーラでは、デフォルトインストールかカスタムインストールか
の選択を求めるプロンプトは表示されません。デフォルトインストールを実行する
には、テキストインストーラに表示されるデフォルト値をそのまま使用します。カ
スタムインストールを実行するには、テキストインストーラの画面で値を編集しま
す。

構成に関する追加の質問が表示される場合は、それらに答えます。

システムのインストールに必要な情報を指定し終わると、「インストールの準備完
了」画面が表示されます。

「インストール開始」をクリックして、Solarisソフトウェアをインストールしま
す。画面に示される手順に従って、Solarisソフトウェアと追加ソフトウェア (必要な
場合)をシステムにインストールします。
Solarisインストールプログラムによる Solarisソフトウェアのインストールが終了す
ると、システムは自動的にリブートするか、または手動でリブートするように促し
ます。

インストールが終了すると、インストールログがファイルに保存されます。インス
トールログは、/var/sadm/system/logsディレクトリと /var/sadm/install/logs

ディレクトリに作成されます。

■ 初期インストールの場合は、これでインストールが完了します。手順 15に進んで
ください。

■ Solarisソフトウェアのアップグレードを行なっている場合は、保存されなかった
ローカルな変更があればそれを修正する必要があります。次の手順を実行しま
す。

a. /a/var/sadm/system/data/upgrade_cleanupファイルの内容を確認して、Solaris
インストールプログラムによって保存されなかったローカル変更を復元する必
要があるかどうかを判断します。

b. 保存されなかったローカル変更があれば、復元します。

インストール時に自動リブートを選択しなかった場合は、システムをリブートしま
す。
# reboot

Solaris 10 1/06 OSをインストールしている場合には、パッチ 118966の最新版をダウン
ロードして適用します。90ページの「6339315:不正なコンパイラによって IBM
BladeCenter HS20がリセットされる」を参照してください。
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注 –このバグに該当するのは Solaris 10 1/06 OSのみです。Solaris 10 6/06以降をインス
トールしている場合、この手順を実行する必要はありません。

パッチは、SunSolveSMのWebサイトからダウンロードできます。詳細について
は、http://sunsolve.sun.com/を参照してください。

システムをリブートします。
# reboot

次の手順

使用するマシンに複数のオペレーティングシステムをインストールしようとする場
合、ブートするためには、それらのオペレーティングシステムをGRUBブートロー
ダーに認識させる必要があります。詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の「GRUBベースのブート (概要)」を参照してください。

Serial Over LAN接続の設定 (インストール後)
この節では、システムをリモートで管理するように Serial Over LAN接続を設定する
方法を説明します。この手順は、Solaris OSインストールが完了したあとで実行して
ください。BladeCenter管理モジュール (Management Module、MM)コマンド行インタ
フェースにより、SOL接続を介して IBM BladeCenterサーバーのテキストコンソール
のコマンドプロンプトにアクセスできます。システムをリモートで管理する場合
は、最初にこの接続を設定する必要があります。BladeCenterシステムMMの詳細
は、http://researchweb.watson.ibm.com/journal/rd/496/brey.htmlを参照してくだ
さい。

▼ Serial Over LAN接続を設定する方法
スーパーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステム
管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくださ
い。

/etc/ttydefsの値を次のように変更します。
console:19200 hupcl opost onlcr:19200::console

17

参考

1

2
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/boot/solaris/bootenv.rcファイルの ttyb-modeと consoleの値を、次のように変更
します。
setprop ttyb-mode 19200,8,n,1,h

setprop console ’ttyb’

スプラッシュイメージを除外して 19200で ttybを使用するには、
/boot/grub/menu.lst ファイルの次の情報を変更します。
#splashimage /boot/grub/splash.xpm.gz

title Solaris 10 1/06 s10x_u1wos_19a X86 SOL

kernel /platform/i86pc/multiboot -B console=ttyb

Solaris 10 1/06または Solaris 10 6/06リリースをHS40 BladeCenterサーバーにインストー
ルする場合は、次の行を asy.confファイルに追加します。
name="asy" parent="isa" reg=1,0x2f8,8 interrupts=3;

注 – IBM HS20 BladeCenterサーバーは、BIOSの更新によりCOM2ポートの欠落に対応
しています。このポートが BIOSに表示されない場合は、前述の回避方法を使用でき
ます。または、IBMのWebサイトから最新の BIOS更新をダウンロードできます。

システムをリブートし、devfsadmコマンドを実行します。

システムをリブートし、devfsadmコマンドを実行することで、/dev/ttybファイルが
作成されていることが確認されます。

次の手順で SOLセッションを開始します。

a. BladeCenter管理モジュールの IPアドレスにTelnet接続します。
# telnet management-module-ip-address

b. ログインし、次のコマンドを入力します。
console -T system:blade[xx]

xxは、セッションを開始するブレードのベイ番号です。

SOL接続が機能している場合、この時点でテキストコンソールのコマンドプロン
プトにアクセスできます。

SOL接続が機能していない場合は、次のエラーメッセージが表示されます。

SOL is not ready

Serial Over LAN接続が確立されていない場合は、手順 2、手順 3、手順 4で変更し
た値が正しいことを確認します。必要に応じて手順 6と手順 7を繰り返して、
SOL接続を確立します。

3

4

5

6

7
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IBM BladeCenterサーバーへの Solarisオペ
レーティングシステムのインストール時
に発生するバグと問題

この章では、IBM BladeCenterサーバーに Solarisオペレーティングシステム (Solaris
OS)をインストールして使用する際に発生する可能性のあるバグと問題について説明
します。この章の情報は、次の各 Solaris 10リリースに適用されます。

■ Solaris 10 8/07
■ Solaris 10 11/06
■ Solaris 10 6/06
■ Solaris 10 1/06

バグと問題は、最新の Solarisリリースである Solaris 10 8/07リリースを先頭に、リ
リースごとに一覧表示されています。複数のリリースに該当するバグと問題につい
ては、適宜その旨が記載されています。

入手可能な場合には、バグまたは問題の説明とともにパッチの情報も提供されてい
ます。入手可能なパッチの情報がない場合は、回避方法やより詳しい指示が提供さ
れています。

注 –一部のパッチは制限されていて、アクセスするには Sun Service Planまたは Solaris
の登録を必要とする場合があります。Sun Service Planを入手したり、Solarisの登録を
行なったり、推奨されるパッチのダウンロードや適用に関する情報を入手したりす
るには、SunSolve Webサイト (http://sunsolve.sun.com/)を参照してください。

次に、この章に含まれる情報の一覧を示します。

■ 82ページの「Solaris 10 8/07のバグと問題」
■ 82ページの「Solaris 10 11/06のバグと問題」
■ 86ページの「Solaris 10 6/06のバグと問題」
■ 88ページの「Solaris 10 1/06のバグと問題」

一般的なインストールの情報については、第 1章を参照してください。

トラブルシューティングの情報については、第 3章を参照してください。
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Solaris 10 8/07のバグと問題
IBM BladeCenterサーバーに Solaris 10 8/07 OSをインストールして使用する際に注意す
べきバグと問題の一覧を、次に示します。これらのバグや問題は、Solaris 10 11/06リ
リースにも適用されます。

■ 83ページの「6377378: Broadcom NetXtreme II BCM 5708Sチップセットには追加サ
ポートが必要」

■ 85ページの「6505757:一部の新しい PCI Expressハードウェアでは、デフォルト
で PCI Expressソフトウェアサポートが有効ではない」

これらのバグと問題の詳しい説明については、82ページの「Solaris 10 11/06のバグ
と問題」を参照してください。

注 –これらのバグの中には、カスタムインストールイメージの作成が必要になるもの
があります。この回避方法についてのより詳しい情報は、バグの個別の説明と、
第 3章に記載されています。

Solaris 10 11/06のバグと問題
IBM BladeCenterサーバーに Solaris 10 11/06 OSをインストールして使用する際に注意
すべきバグと問題の一覧を、次に示します。

BladeCenter LS21、LS41、HS21サーバーなど、Broadcom NetXtreme IIネットワークイ
ンタフェースカード (NIC)を搭載したシステムには、次のバグが該当します。

■ 83ページの「6377378: Broadcom NetXtreme II BCM 5708Sチップセットには追加サ
ポートが必要」

BladeCenter LS21、LS41、HS21サーバーなど、PCI Expressに対応したサーバーには、
次のバグおよび問題が該当します。

■ 83ページの「6474277:一部の IBM BladeCenterサーバーで、キーボード入力の障
害のために Solaris OSのインストールを完了できない」

■ 84ページの「6477887:一部の IBM BladeCenterサーバーで、不当なNMIエラーの
ために Solaris OSのインストールが失敗する」

■ 85ページの「6505757:一部の新しい PCI Expressハードウェアでは、デフォルト
で PCI Expressソフトウェアサポートが有効ではない」

BladeCenter LS21、LS41、HS21サーバーなど、ATI ES1000 515Eチップセットを使用す
るシステムには、次のバグが該当します。

■ 84ページの「6494769: ATI ES1000ビデオコントローラを備える IBM BladeCenter
サーバーにおいて、遠隔制御でXorgが動作しない」

Solaris 10 8/07のバグと問題
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次のバグは、マルチプロセッサ拡張ユニット (MPE)を備えた BladeCenter LS41のよう
に、4つ以上のNetXtreme IIギガビット Ethernetインタフェースが搭載されたシステ
ムに該当します。

■ 85ページの「6495236: IBM BladeCenter LS41サーバー上で Broadcom bnxドライバ
が Solaris bgeドライバと競合する」

注 –これらのバグの中には、カスタムインストールイメージの作成が必要になるもの
があります。この回避方法についてのより詳しい情報は、以降に示すバグの個別の
説明と、第 3章に記載されています。

6377378: Broadcom NetXtreme II BCM 5708Sチップ
セットには追加サポートが必要
説明:このバグは、IBM BladeCenter LS21、LS41、HS21サーバーなどの、Broadcom
NetXtreme II NICを利用するシステムに該当します。このドライバのサポートは、
Broadcomから直接入手できます。

回避方法: Solaris OS用 Broadcom bnxドライバの最新版をダウンロードしてインス
トールします。

Broadcom bnxドライバのダウンロード方法については、Broadcom Webサイト
(http://ja.broadcom.com/support/ethernet_nic/downloaddrivers.php)を参照してく
ださい。

6474277:一部の IBM BladeCenterサーバーで、キー
ボード入力の障害のために Solaris OSのインス
トールを完了できない
説明: IBM BladeCenter LS21、LS41、HS21サーバーなどの、PCI Express機能を備えた
システムがこのバグの影響を受けます。Solarisの PCIサポートに問題があるため、
USB割り込みが正しく処理されません。特に、これらのシステムのUSBホストコン
トローラは、デフォルトではメモリーマップ PCI構成空間 (MCFG)アクセスをサポー
トしません。この結果、インストールの段階でキーボード入力が機能を停止して、
インストールが失敗します。

回避方法: Solaris 10 11/06リリースをインストールする前に、新しいインストールイ
メージを作成する必要があります。このインストールイメージにはパッチ 125034を
含める必要があり、このパッチはさらに 123840-04と 118855-36の 2つのパッチのイ
ンストールを必要とします。手順については、94ページの「IBM BladeCenter LS21、
LS41、およびHS21サーバーへの Solaris 10 11/06のインストールのトラブルシュー
ティング」を参照してください。

Solaris 10 11/06のバグと問題
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あるいは、Solaris 10 8/07 OS以降をインストールします。

6477887:一部の IBM BladeCenterサーバーで、不当
なNMIエラーのために Solaris OSのインストール
が失敗する

注 –この問題は、6474277で説明した問題と関連があります。

説明: Xsun -probeコマンドは、Solaris OSのインストール中に PCIバスを列挙すると
き、使用できる可能性のあるすべての PCIデバイスと機能の PCI構成空間を読み取
ります。一部の BladeCenterハードウェアは、機能 0と 2だけをサポートします。機
能 1へのアクセスが行われると、マスク不可割り込み (NMI)が発生し、管理プロ
セッサにより BladeCenterサーバーのリブートが実行されます。

この問題は、BladeCenter LS21、LS41、HS21サーバーなどの PCI Express対応のハード
ウェアで発生します。

回避方法: Solaris 10 11/06リリースをインストールする前に、新しいインストールイ
メージを作成する必要があります。このインストールイメージにはパッチ 125034を
含める必要があり、このパッチはさらに 123840-04と 118855-36の 2つのパッチのイ
ンストールを必要とします。手順については、94ページの「IBM BladeCenter LS21、
LS41、およびHS21サーバーへの Solaris 10 11/06のインストールのトラブルシュー
ティング」を参照してください。

あるいは、Solaris 10 8/07 OS以降をインストールします。

6494769: ATI ES1000ビデオコントローラを備える
IBM BladeCenterサーバーにおいて、遠隔制御で
Xorgが動作しない
説明:これは、ATI ES1000ビデオコントローラを使用するシステムに固有の問題で
す。サーバーのコンソールにはグラフィカルログイン画面が表示されますが、管理
モジュール (MM)の遠隔制御機能を使用してサーバーへのアクセスを試みると、グ
ラフィカルログイン画面が表示されません。

次のメッセージが表示されます。

No video available

回避方法:パッチ 125720の最新バージョンをダウンロードしてインストールするか、
Solaris 10 8/07 OS以降をインストールします。

Solaris 10 11/06のバグと問題
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6495236: IBM BladeCenter LS41サーバー上で
Broadcom bnxドライバが Solaris bgeドライバと競
合する
説明: Broadcom bnxドライバのVersion 3.0.0は、Solaris bgeドライバと競合します。こ
の競合は、Version 3.0.0より前のドライババージョンでも発生します。

bnxドライバが Broadcom NetXtreme IIギガビット Ethernetインタフェースのサポート
を提供するのに対し、bgeドライバは Broadcom NetXtreme Iギガビット Ethernetイン
タフェースのサポートを提供します。存在するNetXtreme IIインタフェースが 2つだ
けである場合には、bnxドライバで何の問題も発生しません。ところが、マルチプロ
セッサ拡張ユニット (MPE)が接続された BladeCenter LS41サーバーのように、1つの
システム上に 4つ以上のインタフェースが存在していると、システムパニックのか
たちで障害が発生します。

回避方法: Solaris OS用 Broadcom bnxドライバの最新版をダウンロードしてインス
トールします。

詳細手順については、94ページの「IBM BladeCenter LS21、LS41、およびHS21サー
バーへの Solaris 10 11/06のインストールのトラブルシューティング」を参照してくだ
さい。

6505757:一部の新しいPCI Expressハードウェアで
は、デフォルトでPCI Expressソフトウェアサポー
トが有効ではない
説明: BladeCenter LS21、LS41、HS21サーバーなどの一部の IBM BladeCenterサーバー
は、デフォルトではメモリーマップ PCI構成空間 (MCFG)をサポートしていません。
これらのシステムでは、何らかの回避方法を実行しない限り Solaris PCI Expressソフ
トウェアは動作しません。

回避方法: Solaris 10 11/06 OS以降のリリースをインストールするには、まずシステム
BIOSを更新する必要があります。

システム BIOSを更新するには、次の手順に従います。

1. システムをリブートします。
2. システムのリブート時に F1を押して、システム BIOSにアクセスします。
3. MCFGを有効にするには、「Advanced Setup」→「PCI Bus Control」→「PCI

Enhanced Configuration Access」の順に選択します。
4. 右矢印キーまたは左矢印キーを使って、「PCI Enhanced Configuration Access」
を「Enabled」に設定します。

Solaris 10 11/06のバグと問題
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Solaris 10 6/06のバグと問題
IBM BladeCenterサーバーに Solaris 10 6/06 OSをインストールして使用する際に注意す
べきバグと問題の一覧を、次に示します。

■ 86ページの「6303855: ATIドライバのパフォーマンスによってマウスの反応が遅
くなることがある」

■ 86ページの「6337987: e1000gドライバを使用しているときに Serial Over LAN接続
が機能しない」

■ 87ページの「6396086:マウスのホットプラグ中に、絶対座標マウスの入力イベン
トがXorgサーバー起動に送られない」

■ 87ページの「6416708: BladeCenter HS40サーバーで、Asyドライバがシリアル
ポート 2を認識しない」

■ 87ページの「6445356: IBM BladeCenter HS20サーバーで、Xsun -probeによりサー
バーがクラッシュするために Solaris OSのインストールができない」

6303855: ATIドライバのパフォーマンスによって
マウスの反応が遅くなることがある
説明: ATI Rage XLビデオチップが搭載されている IBM BladeCenterサーバーでは、シ
ステムに負荷がかかっていると、マウスの反応が目に見えて遅くなることがありま
す。

回避方法:パッチ 118966の最新バージョンをダウンロードして適用するか、Solaris 10
11/06 OS以降をインストールします。

6337987: e1000gドライバを使用しているときに
Serial Over LAN接続が機能しない
説明: BladeCenter HS40サーバーには、e1000gドライバがサポートしているオンボー
ド Intel NICが搭載されています。現在、このドライバは Serial over LAN (SOL)接続を
完全にはサポートしていません。接続は開始できますが、ログインプロンプトは表
示されません。

回避方法:パッチ 118855の最新バージョンをダウンロードして適用するか、Solaris 10
11/06 OS以降をインストールします。SOL接続を設定する手順については、79ペー
ジの「Serial Over LAN接続を設定する方法」を参照してください。

Solaris 10 6/06のバグと問題
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6396086:マウスのホットプラグ中に、絶対座標マ
ウスの入力イベントがXorgサーバー起動に送ら
れない

注 –パッチ 118966をインストールすると、この問題が発生します。詳細は、90ペー
ジの「6339315:不正なコンパイラによって IBM BladeCenter HS20がリセットされる」
を参照してください。

説明:絶対座標マウス入力イベントは、システムでのマウスのホットプラグ中はXorg
サーバー起動に送られません。結果として、両方のマウスポインタが、画面上で同
じ位置に配置されなくなります。マウスを移動すると、両方のマウスポインタはさ
らに離れていきます。2つのマウスポインタの分散の度合いは、Xサーバーの解像度
によって異なります。

回避方法:パッチ 118855の最新バージョンをダウンロードしてインストールするか、
Solaris 10 11/06 OS以降をインストールします。

6416708: BladeCenter HS40サーバーで、Asyドライ
バがシリアルポート2を認識しない
説明: BladeCenter HS40サーバーで、/dev/ttybデバイスが作成されないことがありま
す。Solaris OSは、ACPIテーブルを使用してシステムに存在するシリアルポートを特
定します。BladeCenter HS40の BIOSでは、ACPIテーブルにCOM2が載っていないた
め、/dev/ttybデバイスが作成されません。

回避方法:パッチ 118855の最新バージョンをダウンロードして適用するか、Solaris 10
11/06 OS以降をインストールします。

6445356: IBM BladeCenter HS20サーバーで、Xsun

-probeによりサーバーがクラッシュするために
Solaris OSのインストールができない
説明: Xsun -probeコマンドは、Solaris OSのインストール中に PCIバスを列挙すると
き、使用できる可能性のあるすべての PCIデバイスと機能の PCI構成空間を読み取
ります。一部の BladeCenterハードウェアは、機能 0と 2だけをサポートします。機
能 1へのアクセスが行われると、マスク不可割り込み (NMI)が発生し、管理プロ
セッサによりマシンのリブートが実行されます。

この問題は、BladeCenter HS20サーバー、モデル 7981で発生します。

Solaris 10 6/06のバグと問題
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回避方法: BladeCenterサーバーのシステム BIOSを更新して、「Reboot on NMI」オプ
ションを無効にします。

次の手順を実行します。

1. BladeCenterサーバーの電源をオンにします。

2. 「Press F1 for Configuration/Setup」が表示されたら F1を押します。

3. 「Advanced Setup」→「Baseboard Management Controller (BMC) Settings」
→「Reboot System on NMI」の順に選択します。

4. 右矢印キーまたは左矢印キーを押して、「Disabled」オプションを選択します。

5. Escキーを 2回押します。

6. 「Save Settings」を選択します。

7. 表示される指示に従って、インストール手順を実行します。

次のメッセージが表示されると、システムがハングアップしたように見えます。

rebooting..

8. 次のいずれかを実行します。
■ CDを取り出し、手動でシステムの電源を切ってすぐに入れ直します。
■ CDを取り出し、BladeCenter管理モジュールでシステムの電源を切ってすぐに
入れ直します。

9. インストールが完了したら、システムにログインします。

Solaris 10 1/06のバグと問題
IBM BladeCenterサーバーに Solaris 10 1/06 OSをインストールして使用する際に注意す
べきバグと問題の一覧を、次に示します。

■ 89ページの「6232859:一部の IBM BladeCenter HS20サーバーで、システムをリ
ブートするとハングアップする」

■ 89ページの「6245431: Xorgサーバーの起動に失敗する」
■ 90ページの「6334271:最初のログイン試行を取り消したあとでログインが部分的
に失敗する」

■ 90ページの「6337341: bgeドライバを接続すると、サイドバンドNICの使用が破
棄される」

■ 90ページの「6339315:不正なコンパイラによって IBM BladeCenter HS20がリ
セットされる」

■ 91ページの「6339376:ホットプラグされたマウスが、Xorgサーバーの起動前に接
続されていない場合は検出されない」
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Solaris 10 1/06および Solaris 10 6/06リリースに該当するバグと問題の一覧を、次に示
します。

■ 86ページの「6303855: ATIドライバのパフォーマンスによってマウスの反応が遅
くなることがある」

■ 86ページの「6337987: e1000gドライバを使用しているときに Serial Over LAN接続
が機能しない」

■ 87ページの「6396086:マウスのホットプラグ中に、絶対座標マウスの入力イベン
トがXorgサーバー起動に送られない」

■ 87ページの「6416708: BladeCenter HS40サーバーで、Asyドライバがシリアルポー
ト 2を認識しない」

これらのバグと問題の詳しい説明については、86ページの「Solaris 10 6/06のバグと
問題」を参照してください。

6232859:一部の IBM BladeCenter HS20サーバー
で、システムをリブートするとハングアップする
説明:一部の IBM BladeCenter HS20サーバーでは、システムをリブートしようとする
と、ハングアップしたようになります。ほとんどの場合、最後に表示される画面出
力は次のようになります。

Rebooting...

回避方法:パッチ 118855の最新バージョンをダウンロードして適用するか、Solaris 10
6/06 OS以降をインストールします。

6245431: Xorgサーバーの起動に失敗する
説明: Xorgサーバーは、次のような条件下では起動できない場合があります。

シナリオ 1:この問題は、IBM BladeCenterサーバーにKVM (Keyboard Video Mouse)が
ない場合に発生します。Xorgサーバーの起動時にマウスが接続されていない場合
は、あとでマウスを接続しようとしても、マウスは認識されず使用できません。

シナリオ 2:システムにKVMがあるかどうかや、マウスが接続されているかどうかに
関わらず、Xorgサーバーを起動するときに /etc/X11/xorg.confファイルが存在しな
い場合、Xorgは起動に失敗します。

回避方法:パッチ 118966の最新バージョンをダウンロードして適用するか、Solaris 10
6/06 OS以降をインストールします。
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6334271:最初のログイン試行を取り消したあとで
ログインが部分的に失敗する
説明:新しくインストールした、以前のログインセッションがないシステムで root

ユーザーとしてログインすると、Solaris共通デスクトップ環境 (CDE)または Sun
JavaTM Desktop System (Java DS)を選択するための画面が表示されます。「取消し」を
クリックすると、dtlogin画面にリセットされます。以降、rootユーザーとしてシス
テムにログインしようとしても、Solaris CDEと JDSのデスクトップログインの選択
画面は表示されなくなります。このバグでは、しばらくすると画面が dtlogin画面に
リセットされ、rootユーザーとしてシステムにログインすることができなくなりま
す。

回避方法:パッチ 119279の最新バージョンをダウンロードして適用するか、Solaris 10
6/06 OS以降をインストールします。

6337341: bgeドライバを接続すると、サイドバン
ドNICの使用が破棄される
説明: IBM BladeCenter HS20および LS20サーバーには、bgeドライバがサポートして
いるオンボード Broadcomネットワークインタフェースカード (NIC)が搭載されてい
ます。Serial Over LAN接続をサポートするように、このドライバを更新する必要があ
ります。

回避方法: bgeドライバを更新して SOL接続をサポートするには、パッチ 122028の最
新バージョンをダウンロードして適用するか、Solaris 10 6/06 OS以降をインストール
します。

SOL接続を設定する手順については、79ページの「Serial Over LAN接続を設定する
方法」を参照してください。

6339315:不正なコンパイラによって IBM
BladeCenter HS20がリセットされる
説明: RADEON VE/7000 (R100ベースのGPU)、Intel Xeonプロセッサが搭載されてい
て、Solaris 10 1/06 OSがインストールされている IBM BladeCenterサーバーで JDSに入
ると、自動的にリセットが行われます。このリセットは、GNOMEスプラッシュ画
面が消えた直後に発生し、デスクトップが表示されます。カーソルが時計に変わ
り、システムが約 10秒間動かなくなってから、システムがリセットされたことを示
す BIOS POSTが表示されます。

回避方法:パッチ 118966の最新バージョンをダウンロードして適用するか、Solaris 10
6/06 OS以降をインストールします。
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注 –パッチ 118966をインストールすると、87ページの「6396086:マウスのホットプラ
グ中に、絶対座標マウスの入力イベントがXorgサーバー起動に送られない」で説明
されている問題が発生します。

6339376:ホットプラグされたマウスが、Xorgサー
バーの起動前に接続されていない場合は検出され
ない
説明: IBM BladeCenterサーバーにKVMがあり、Xorgサーバーの起動前に物理マウス
が接続されていない場合、/etc/X11/xorg.confファイルでマウスプロトコルが auto

に設定されていると、/dev/mouseは使用できません。マウスをホットプラグしよう
とすると、拒否されます。

回避方法:パッチ 121803の最新バージョンをダウンロードして適用するか、Solaris 10
6/06 OS以降をインストールします。
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IBM BladeCenterサーバーにおけるインス
トールの問題のトラブルシューティング
(作業)

この章には、IBM BladeCenterサーバー上で Solaris 10 OSをインストールおよび使用す
る際に発生する可能性のある、バグと問題に対するトラブルシューティングの情報
が含まれています。この章では、特定の Solaris 10リリースや特定の IBM BladeCenter
サーバーに該当する情報には、適宜その旨が記載されています。適用できる場合に
は、パッチ情報および関連するバグと問題への相互参照も提供します。

この節に含まれる手順説明は、Solaris 10リリースで発生するバグに適用されます。
IBM BladeCenterサーバーに Solaris OSをインストールする基本的な手順については、
第 1章を参照してください。

IBM BladeCenterサーバーのより詳しい情報について
は、http://www.ibm.com/jp/servers/eserver/bladecenter/を参照してください。

この章に含まれる作業手順を次に示します。

■ 96ページの「Solaris 10 8/07または Solaris 10 11/06 OSの x86インストールイメージ
を作成する方法」

■ 99ページの「IBM BladeCenter LS21、LS41、およびHS21サーバーへの Solaris 10
8/07または Solaris 10 11/06 OSのインストールを実行する方法」

■ 103ページの「DVD ISOイメージを作成する方法」

IBM BladeCenterサーバー上で Solaris 10 OSをインストールおよび使用する際に発生す
る可能性のあるバグと問題の詳細については、第 2章を参照してください。

IBM BladeCenter LS21、LS41、およびHS21サーバーへの
Solaris 10 8/07のインストールのトラブルシューティング

BladeCenter LS21、LS41、およびHS21サーバーにはオンボードNetXtreme IIギガ
ビット Ethernetインタフェースが搭載されていますが、このインタフェースは新し
いデバイスドライバを必要とします。このデバイスドライバ (bnx)は Broadcomの
Webサイトから入手できます。
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オンボードNetXtreme IIギガビット Ethernetインタフェースを利用する IBM
BladeCenter LS21、LS41、またはHS21サーバーに Solaris 10 8/07ソフトウェアをイン
ストールするには、まず次の各作業を実行する必要があります。

1. Solaris 10 8/07 OSインストールイメージのコピーを作成します。
2. Broadcom NetXtreme IIギガビット Ethernetインタフェースの新しいデバイスドラ
イバ (bnx)を、x86ミニルートイメージに追加します。

これらの作業を実行するための詳細手順については、96ページの「Solaris 10 8/07ま
たは Solaris 10 11/06 OSの x86インストールイメージを作成する方法」を参照してく
ださい。

これらの作業を完了したあとで、Solaris 10 8/07ソフトウェアのインストールに進む
ことができます。詳細手順については、99ページの「IBM BladeCenter LS21、LS41、
およびHS21サーバーへの Solaris 10 8/07または Solaris 10 11/06 OSのインストールを実
行する方法」を参照してください。

IBM BladeCenter LS21、LS41、およびHS21サーバーへの
Solaris 10 11/06のインストールのトラブルシューティン
グ

関連するいくつかのバグが、IBM BladeCenter LS21、LS41、HS41サーバーなど、比較
的新しい PCI Expressハードウェアとの Solaris OSの対話方法に影響を及ぼします。こ
れらのサーバーのいずれかに Solaris 10 11/06リリースをインストールしようとする
と、そのインストール処理中に 1つまたは複数の問題が発生します。

この問題に関連するバグは次のとおりです。

■ 83ページの「6474277:一部の IBM BladeCenterサーバーで、キーボード入力の障害
のために Solaris OSのインストールを完了できない」

■ 84ページの「6477887:一部の IBM BladeCenterサーバーで、不当なNMIエラーの
ために Solaris OSのインストールが失敗する」

■ 85ページの「6505757:一部の新しい PCI Expressハードウェアでは、デフォルトで
PCI Expressソフトウェアサポートが有効ではない」

その他の回避方法の情報を含むこれらのバグの完全な説明については、82ページ
の「Solaris 10 11/06のバグと問題」を参照してください。

Solaris 10 11/06ソフトウェアを IBM BladeCenter LS21、LS41、およびHS21サーバーに
インストールする前に、次の作業を最初に実行する必要があります。

1. Solaris 10 11/06インストールイメージのコピーを作成します。
2. 次に示すパッチの最新バージョンを、x86ミニルートイメージに適用します。

■ 125034 -前述のバグに対処するためのパッチです。
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■ 118855 –カーネルアップデート (KU)パッチです。
■ 123840 – KUパッチの依存パッチです。

3. Broadcom NetXtreme IIギガビット Ethernetインタフェース用の新しいデバイスド
ライバを追加します。

これらの作業を実行するための詳細手順については、96ページの「Solaris 10 8/07ま
たは Solaris 10 11/06 OSの x86インストールイメージを作成する方法」を参照してく
ださい。

これらの作業を完了したあとで、Solaris 10 11/06ソフトウェアのインストールに進む
ことができます。詳細手順については、99ページの「IBM BladeCenter LS21、LS41、
およびHS21サーバーへの Solaris 10 8/07または Solaris 10 11/06 OSのインストールを実
行する方法」を参照してください。

x86ミニルートイメージについて
場合によっては、Sunがドライバパッチを提供してハードウェアをサポートすること
があります。Sunがこれらのドライバパッチを提供するのは、IBM BladeCenterサー
バーなどの他社製ハードウェアをサポートするためです。Sunがハードウェアをサ
ポートする場合の別の理由としては、新しいハードウェアに対する特定の Solarisリ
リースのインストールを、その Solarisリリースの再構築を行うことなく可能にする
ためです。このような場合は、特定のドライバパッチのインストールが必要になる
ことがよくあります。ほとんどの場合、このプロセスは該当するOS用の最新KU
パッチのインストールを伴います。

ミニルートは、Solarisインストールメディアに含まれるブート可能な最小限のルー
ト (/)ファイルシステムです。ミニルートは、システムをブートして、システムをイ
ンストールまたはアップグレードするために必要なすべての Solarisソフトウェアで
構成されます。ミニルートは、JumpStartインストールプログラムまたはインストー
ルメディアが Solaris OSの完全インストールを実行するために使用されます。ミニ
ルートは、インストールプロセスの実行中にのみ使用されます。

以降で説明する手順が、ミニルートイメージのみにパッチをインストールする方法
の説明であることを理解しておくのは重要です。ミニルートイメージにパッチを適
用する場合、Solaris OSのインストールを実行するシステムや、patchadd -Cコマンド
を実行するシステムにはパッチがインストールされません。x86ミニルートイメージ
に適用されたパッチは、実際に Solaris OSインストールを実行するプロセスに、ドラ
イバやハードウェアのサポートを追加するためだけに使用されます。新しいハード
ウェアの例として、より最近のKUでドライバがサポートされている新しいマザー
ボードが考えられます。インストールされたイメージは、初回ブートの前にさらに
パッチのインストールを必要とします。このプロセスは、インストールの完了後に
発生します。終了スクリプトが呼び出され、初回ブートの前に、新たにインストー
ルされたシステムへのKUのインストールが開始されます。このKUのインストール
は、x86ミニルートイメージのパッチプロセスとは別個に実行されます。

IBM BladeCenter LS21、LS41、およびHS21サーバーへの Solaris 10 11/06のインストールのトラブルシューティング
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▼ Solaris 10 8/07または Solaris 10 11/06 OSの x86イン
ストールイメージを作成する方法
BladeCenter LS21、LS41、およびHS21サーバーに Solaris 10 8/07または Solaris 10 11/06
OSをインストールするには、まず x86 Solaris 10 8/07または x86 Solaris 10 11/06のイン
ストールイメージを作成する必要があります。このプロセスには、1つ以上のパッチ
を x86ミニルートイメージに適用する処理が含まれます。Solaris 10 11/06リリースの
場合、Broadcom NetXtreme IIギガビット Ethernetデバイスドライバをダウンロードし
てインストールする処理も含まれます。

この手順には、x86インストールサーバーの作成手順がすべて含まれているわけでは
ありません。

x86インストールサーバーの設定の詳細については、次の項目を参照してください。

■ 18ページの「x86 DVDメディアを使ってインストールサーバーを作成する方法」
■ 15ページの「x86 CDメディアを使ってインストールサーバーを作成する方法」

GRUBベースのブートを実装する x86ネットワークインストールサーバー上で、スー
パーユーザーになるか、同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステム
管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくださ
い。

Solaris 10 8/07 OS DVD、Solaris 10 11/06 OS DVD、またはネットワークインストールイ
メージ上の Solaris_10/Toolsディレクトリに移動します。
# cd install-dir-path/Solaris_10/Tools

install-dir-path イメージのコピー先のディレクトリを指定します (例:
/export/solaris-image)。

注 – OSイメージのルート (/)レベルディレクトリは、Solaris OSをDVDまたはCDメ
ディアからインストールするか、ネットワークインストールサーバーからインス
トールするかにより異なることに留意してください。この手順中の例では、ネット
ワークインストールサーバー上にOSイメージを作成する方法を示します。

setup_install_serverコマンドを実行して、新しいインストールイメージを作成しま
す。
# ./setup_install_server new-install-dir-path

new-install-dir-path 新しいインストールイメージの作成先となるパスを指定しま
す。

1

2

3
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注 –このコマンドは、x86システム向けに Solaris 10 8/07または Solaris 10 11/06 OS
の「新しい」インストールイメージを作成します。

ミニルートの書き込み可能なコピーを作成します。
# /boot/solaris/bin/root_archive unpackmedia new-install-dir-path miniroot-dir-path

miniroot-dir-path 展開されていないブートアーカイブを含めるディレクトリのパ
スを指定します (例: /export/sol10-mod-miniroot)。

SunSolve Webサイトから、インストールイメージの作成対象となるリリースに該当す
るパッチをダウンロードします。

■ Solaris 10 8/07リリースの場合は手順 6に進みます。

■ Solaris 10 11/06リリースの場合:

a. SunSolve Webサイトから次のパッチをダウンロードします。

■ 118855–36
■ 123840-04
■ 125034–01

b. 手順 6に進みます。

注 –一部のパッチは制限されていて、アクセスするには Sun Service Planまたは Solaris
の登録を必要とする場合があります。Sun Service Planを入手したり、Solarisの登録を
行なったり、推奨されるパッチのダウンロードや適用に関する情報を入手したりす
るには、SunSolve Webサイト (http://sunsolve.sun.com/)を参照してください。

Solaris 10 8/07および 10 11/06リリースの場合、Broadcom Webサイトから Solaris OS用
bnxドライバの最新版をダウンロードします。
Broadcom bnxドライバをダウンロードおよびインストールする手順については、
Broadcom Webサイトの
http://ja.broadcom.com/support/ethernet_nic/downloaddrivers.phpを参照してくだ
さい。

Tmpディレクトリを新しく作成し、パッチと 1つ以上のドライバを新しい Tmpディレ
クトリにコピーします。
# mkdir new-install-dir-path /Solaris_10/Tmp

4

5

6

7
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パッチと 1つ以上のドライバが格納されているディレクトリに移動します。
# cd new-install-dir-path/Solaris_10/Tmp

■ Solaris 10 8/07リリースの場合:

a. bnxドライバを解凍します。
# unzip solaris-version.zip

b. 手順 9に進みます。

■ Solaris 10 11/06リリースの場合:

a. パッチを解凍します。
# unzip 123840-04.zip

# unzip 118855-36.zip

# unzip 125034-01.zip

b. bnxドライバを解凍します。
# unzip solaris-version.zip

PKG_NONABI_SYMLINKS変数を trueに設定します。
# export PKG_NONABI_SYMLINKS=true

ミニルートにパッチを適用します。

■ Solaris 10 8/07リリースの場合は手順 11に進みます。

■ Solaris 10 11/06リリースの場合:
# patchadd -C miniroot-dir-path new-install-dir-path/Solaris_10/Tmp/patch-id

patch-id 適用するパッチ IDを指定します (例: 123840–04)。

コマンドを、適用するパッチごとに繰り返し実行します。

Solaris 10 8/07および Solaris 10 11/06リリースの場合、ミニルートにbnxドライバをイ
ンストールします。
# pkgadd -d new-install-dir-path/Solaris_10/Tmp/Server/solaris/BRCMbnx.pkg -R \

miniroot-dir-path

ミニルートの repository.dbを変更します。

8

9

10

11

12
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注意 – SVCCFG_REPOSITORY変数は、展開したミニルートの repository.dbの場所を指し
ている必要があります。repository.dbは、展開したミニルートの /etc/svcディレ
クトリに存在します。この変数のエクスポートに失敗するとライブリポジトリが変
更され、システムがブートできなくなります。

# svccfg

svc:> repository miniroot-dir-path/etc/svc/repository.db
svc:> select /system/device/local

svc:/system/device/local> setprop start/exec=:true

svc:/system/device/local> select /milestone/single-user

svc:/milestone/single-user> setprop start/exec=:true

svc:/milestone/single-user> select /system/filesystem/usr

svc:/system/filesystem/usr> setprop start/exec=:true

svc:/system/filesystem/usr> exit

ミニルートを再度圧縮します。
# /boot/solaris/bin/root_archive packmedia new-install-dir-path miniroot-dir-path

以上の手順が完了したら、99ページの「IBM BladeCenter LS21、LS41、およびHS21
サーバーへの Solaris 10 8/07または Solaris 10 11/06 OSのインストールを実行する方
法」に進みます。

▼ IBM BladeCenter LS21、LS41、およびHS21サー
バーへの Solaris 10 8/07または Solaris 10 11/06 OS
のインストールを実行する方法
この手順では、ネットワークインストールサーバーの使用を前提としています。イ
ンストールプロセスを開始する前に、クライアントシステムをネットワークインス
トールサーバーに追加する必要があります。クライアントシステムをネットワーク
インストールサーバーに追加する方法については、この手順中で説明します。詳細
は、50ページの「add_install_clientを実行してネットワークからインストールす
るシステムを追加する方法」を参照してください。

13

次の手順

始める前に
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次の補足情報も参照してください。

■ Solaris OSのインストールにDVDを使用する場合は、インストールを開始する前
に、Solaris OSインストールイメージをDVDに焼く必要があります。詳細は、103
ページの「DVD ISOイメージを作成する方法」を参照してください。

■ DVDまたはCDメディアを使ってネットワークインストールサーバーを作成する
方法については、18ページの「DVDメディアを用いたインストールサーバーの
作成」および14ページの「CDメディアを使用したインストールサーバーの作
成」を参照してください。

■ Solaris OSのインストールの準備作業については、14ページの「IBM BladeCenter
サーバーへの Solarisオペレーティングシステムのインストールの準備 (作業
マップ)」を参照してください。

注 –このマニュアルに記載された手順で x86ミニルートイメージにパッチを適用した
場合は、グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)インストールプログラムを
使って Solaris 10 11/06 OSをインストールすることはできません。インストールプロ
グラムのデフォルトは、自動的にテキストコンソールモードになります。

ネットワークインストールサーバーまたはブートサーバーで、スーパーユーザーに
なるか同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステム
管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくださ
い。

Solaris_10/Toolsディレクトリに移動します。
# cd new-install-dir-path/Solaris_10/Tools

new-install-dir-path 新しく作成したOSイメージの場所を指定します。

add_install_clientコマンドを実行して、クライアントシステムのネットワークイ
ンストールを設定します。
# ./add_install_client -d -e ethernet-address i86pc

add_install_client DHCPを使用してネットワーク上のインストールパラメータ
を設定している場合、x86インストールクライアントをイン
ストールサーバーに追加します。

-d クライアントが構成にDHCPプロトコルを使用することを指
定します。

PXEネットワークブートを使用してネットワークからシステ
ムをブートする場合は、-dオプションを使用します。このオ
プションを指定すると、DHCPサーバーに作成する必要のあ
るDHCPオプションの一覧が出力されます。

1

2

3
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-e このインストールが、コマンド構文で指定された Ethernetア
ドレスを持つクライアントのみで行われることを示します。

詳細は、install_scripts(1M)のマニュアルページを参照してください。

インストールを実行するシステムをリブートします。

64ページの「ネットワークからのシステムのブートとインストール」に記載された
手順を実行します。

インストールが開始されたら、Manual Rebootオプションを選択します。

DVDまたはネットワークからインストールを実行する場合は、このオプションを選
択します。

注 –インストール中に、次のエラーメッセージが表示されることがあります。

eeprom: syntax error in /boot/solaris/bootenv.rc line 23

このメッセージは無視しても問題はありません。

インストールが完了したら、システムをリブートする前に、適切なキーの組み合わ
せを入力してコマンドシェルを終了します。

DVDまたはネットワークインストールイメージがマウントされているか確認しま
す。
# ls /cdrom

■ 次の出力が表示された場合は、手順 9に進みます。
Copyright boot

JDS-THIRDPARTYLICENSEREADME installer

Solaris_10

■ この出力が表示されない場合は、次のコマンドを入力します。
# iostat -En

次のような出力が表示されます。

c4t0d0 Soft Errors: 7 Hard Errors: 0 Transport Errors: 0

Vendor: HL-DT-ST Product: RW/DVD GCC-4244N Revision: 1.02

Size: 0.00GB <0 bytes>

Media Error: 0 Device Not Ready: 0 No Device: 0 Recoverable: 0

Illegal Request: 7 Predictive Failure Analysis: 0

4

5

6

7

8
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前記の例では、マウントするDVDデバイスは c4t0d0です。マウントする必要の
あるDVDデバイスは異なる場合があります。

# mount -F hsfs -o ro /dev/dsk/c4t0d0s0 /cdrom

■ ネットワークインストールイメージをマウントするには、次のように入力しま
す。
# mount install-server:new-install-dir-path /cdrom

パッチとBroadcom Ethernetドライバパッケージを、新しくインストールされた
ディスクに追加します。

■ Solaris 10 8/07リリースの場合:

a. 次のコマンドを入力します。
# pkgadd -R /a -d /cdrom/Solaris_10/Tmp/Server/solaris/BRCMbnx.pkg

b. 手順 10に進みます。

■ Solaris 10 11/06リリースの場合:

a. 次のコマンドを入力します。
# patchadd -R /a /cdrom/Solaris_10/Tmp/118855-36

# patchadd -R /a /cdrom/Solaris_10/Tmp/123840-04

# patchadd -R /a /cdrom/Solaris_10/Tmp/125034-01

# pkgadd -R /a -d /cdrom/Solaris_10/Tmp/Server/solaris/BRCMbnx.pkg

b. 手順 10に進みます。

パッチの適用後に、システムをリブートします。

PXEネットワークブートの実行の詳細は、『Solaris 10インストールガイド (ネット
ワークインストール)』の「PXEを使用したネットワーク経由のブートとインストー
ルの概要」を参照してください。

DHCPを使用した特定のクライアントのインストールの詳細は、56ページの「Solaris
インストールパラメータ用のDHCPオプションとマクロの作成」を参照してくださ
い。

9

10

参照
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▼ DVD ISOイメージを作成する方法
ネットワークインストールサーバーまたはブートサーバーで、スーパーユーザーに
なるか同等の役割になります。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細は、『Solarisのシステム
管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照してくださ
い。

ディレクトリを移動して mkisofsコマンドを実行し、ブート可能な iso9660ファイル
システムのインストールイメージを作成します。
# cd /new-install-dir-path
# mkisofs -o /tmp-dir/solaris-image.iso -b boot/grub/stage2_eltorito -c .catalog \

-no-emul-boot -boot-load-size 4 -boot-info-table -relaxed-filenames -N \

-allow-leading-dots -l -r -J -d -D -V SOL_10_U3MOD /new-install-dir-path

tmp-dir DVDイメージを一時的に格納するために使用するディレクトリを指定し
ます。4Gバイト以上の空きディスク容量が必要です。

mkisofs(1M)のマニュアルページへのアクセス方法については、cdrw(1)のマニュア
ルページを参照してください。

DVDを焼くコンピュータに ISOイメージをコピーします。DVDを焼くには、次のよう
に入力します。
# cdrw -iC /tmp-dir/solaris-image.iso

cdrwコマンドの詳細は、cdrw(1)のマニュアルページを参照してください。

インストールを開始するには、99ページの「IBM BladeCenter LS21、LS41、および
HS21サーバーへの Solaris 10 8/07または Solaris 10 11/06 OSのインストールを実行する
方法」の手順 5に進みます。

DVDから Solaris OSをインストールする方法の詳細については、70ページの「IBM
BladeCenterサーバーへの Solarisインストールプログラムを使用したインストールの
実行 (スタンドアロン)」を参照してください。

1

2

3
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